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初期構成の準備

この章では以下の項目について説明しています。

■ アプライアンスの構成ガイドライン

■ IPv4-IPv6 ベースのネットワークサポートについて

■ NetBackup Appliance Web コンソールの初期構成ページの概要

■ NetBackup Appliance の初期構成チェックリストについて

■ 最大伝送単位サイズの設定について

アプライアンスの構成ガイドライン
新しいアプライアンスを配備するときは次の構成ガイドラインを使います。

表 1-1 アプライアンスの構成ガイドライン

説明パラメータ

NetBackup Appliance Web コンソールは、デフォルトポート 443 で HTTPS を介してのみアクセスで
きます。HTTP 経由のポート 80 は無効になっています。

NetBackup
Appliance Web コ
ンソールへのアクセ

ス

アプライアンスの初期構成を実行するときは、接続が切断しないように対策を採る必要があります。初期

構成時に接続が切断されると、初期構成に失敗します。

次のイベントを避けるように、アプライアンスの構成に使うコンピュータを設定してください。

■ コンピュータがスリープになる状態

■ コンピュータがシャットダウンしたり、電源が喪失する状態

■ コンピュータのネットワーク接続が切断される状態

初期構成時の接続

1



説明パラメータ

構成する前に、次の情報を収集します。

■ アプライアンスのネットワーク IP アドレス、ネットマスク、ゲートウェイ IP アドレス
■ すべてのアプライアンスのネットワーク名

■ DNS またはホストの情報
DNS を使用する場合は、すべてのアプライアンスとプライマリサーバーのネットワーク名が DNS で
解決可能であることを確認してください (FQHN、省略名)。
DNS を使用しない場合は、初期構成のときにアプライアンスに適切なホストエントリを入力している
ことを確かめてください。

メモ: ドメイン名のサフィックスはホスト名に付加され、初期構成が完了した後は変更できません。後
でサフィックスを変更したり、アプライアンスを別のドメインに移動したりする必要がある場合は、最初

に出荷時の設定へのリセットを実行してから、初期構成を再度実行する必要があります。

■ NetBackup ストレージユニットの名前
アプライアンスの役割を構成するとき、ストレージ名フィールドが表示されます。デフォルト名を変更

することも残すこともできます。

ストレージユニットとディスクプールのデフォルト値が以下のように NetBackup 管理コンソールに表
示されます。

■ AdvancedDisk の場合:
デフォルトのストレージユニット名: stu_adv_<hostname>
デフォルトのディスクプール名: dp_adv_<hostname>

■ NetBackup Deduplication の場合:
デフォルトのストレージユニット名: stu_disk_<hostname>
デフォルトのディスクプール名: dp_disk_<hostname>

メモ: アプライアンスの短いホスト名は、デフォルトのストレージユニット名とディスクプール名として表示
されます。

必須の名前とアドレ

ス

新しい NetBackup Appliance には、次のデフォルトのログインクレデンシャルが付属しています。

■ ユーザー名: admin
■ パスワード: P@ssw0rd

ソフトウェアバージョン 4.0 以降、初期構成プロセスでは、次のユーザーアカウントのデフォルトのパス
ワードを変更する必要があります。

■ admin
■ maintenance
■ sysadmin (IPMI)

NetBackup Appliance Web コンソール 以降、初期構成の最初のページには、デフォルトのパスワード
の変更を求めるメッセージが表示されます。NetBackup Appliance シェルメニュー 以降、役割の構成
コマンドである Main_Menu > Appliance Primary または Main_Menu > Appliance Media
コマンドを実行する際は、デフォルトのパスワードの変更を求めるメッセージが表示されます。

デフォルトのユー

ザー名とパスワード
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説明パラメータ

次のポートがプライマリサーバーとメディアサーバー間のファイアウォールで開いていることを確かめてく

ださい。

■ 13724 (vnetd)
■ 13720 (bprd)
■ 1556 (PBX)

NetBackup と NetBackup Appliance のファイアウォールポートについて詳しくは、ベリタスのサポート
Web サイトにある次のテクニカルノートを参照してください。

https://www.veritas.com/support/en_US/article.TECH178855

ファイアウォール

ポートの使用

7第 1 章 初期構成の準備
アプライアンスの構成ガイドライン

https://www.veritas.com/support/en_US/article.TECH178855


説明パラメータ

NetBackup Appliance をメディアサーバーとして構成する前に、このアプライアンスで使用するプライマ
リサーバーを新しいアプライアンスのメディアサーバー名に更新する必要があります。プライマリサーバー

が NetBackup Appliance でも従来の NetBackup プライマリサーバーでも、新しいアプライアンスメディ
アサーバーの名前はプライマリサーバーの［追加サーバー (Additional Servers)］リストに追加する必要
があります。

新しいアプライアンスを構成する前にプライマリサーバーに新しいアプライアンスメディアサーバー名を

追加すると、新しいアプライアンスで初期構成を実行するときに次のメリットがあります。

■ メディアサーバーが NetBackup ドメインの一部になり、適切なネットワーク通信が可能になる。
■ メディアサーバーがストレージサーバーとディスクプールエントリを作成できるようになる。

セキュリティ証明書の要件

リリース 3.2 以降では、外部認証局の証明書がサポートされています。この機能は、ホストの検証とセ
キュリティのために NetBackup 認証局を使用する代替手段を提供します。このアプライアンスをメディ
アサーバーとして構成するには、アプライアンスでセキュリティ証明書を配備して、プライマリサーバーを

信頼する必要があります。

プライマリサーバーが外部 CA が発行した証明書のみを使用して稼働している場合、このアプライアン
スメディアサーバーには、同じ外部 CA から発行された証明書を持つ構成が必要です。CA 証明書の
プロビジョニングの場合、メディアサーバー役割の構成を続行するには、ホスト証明書、信頼済み証明

書、プライベートキー、証明書ファイル、証明書失効リスト (CRL) の使用がすべて必要です。

プライマリサーバーが、外部 CA が発行した証明書と NetBackup CA が署名した証明書の両方を使用
する場合は、同じ外部 CA が発行した証明書または NetBackup CA が署名した証明書を使用してこの
メディアサーバーアプライアンスを構成するように選択できます。プライマリサーバーが、NetBackup CA
が署名した証明書のみを使用している場合は、CA 証明書およびホスト ID ベースの証明書を、このア
プライアンスで使用するプライマリサーバーから配備する必要があります。プライマリサーバーを信頼す

ることを選択した場合、CA 証明書は自動的にダウンロードされ、配備されます。

ホスト ID ベースの証明書を配備するには

■ プライマリサーバーのセキュリティレベルが［最高 (Very High)］である場合、認証トークンを手動で
入力して、ホスト ID ベースの証明書をメディアサーバーに配備する必要があります。

■ プライマリサーバーのセキュリティレベルが［高 (High)］または［中 (Medium)］である場合、認証トー
クンは必要ありません。ホスト ID ベースの証明書はメディアサーバーに自動的に配備されます。

メモ: プライマリセキュリティレベルに関係なく、アプライアンスに対し出荷時の設定へのリセットまたは再
イメージングが実行されると、アプライアンスの再構成時に再発行トークンが必要です。

セキュリティ証明書がアプライアンスメディアサーバーに配備されている場合、役割の構成中にそれらを

再度配備するように要求されることはありません。

セキュリティ証明書について詳しくは、『NetBackup セキュリティおよび暗号化ガイド』の「NetBackup の
セキュリティ証明書」の章を参照してください。

p.30 の 「プライマリサーバーの構成によるアプライアンスのメディアサーバーとの通信」 を参照してくだ
さい。

メディアサーバーの

役割
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説明パラメータ

高可用性
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説明パラメータ

アプライアンスのリリースバージョン 3.1 以降では、高可用性 (HA) ソリューション用に 53xx シリーズの
アプライアンスを配備できます。HA 構成では、計算ノードとパートナーノードとして指定されている 2 台
の NetBackup 53xx アプライアンスを使用します。これらのノードは相互に接続し、さらに同じプライマ
リストレージシェルフの特定のチャネルに接続します。

メモ: Copilot 機能は、HA 設定を構成すると利用できなくなります。

メモ: NetBackup 5350 Appliance は、HA 設定での使用はサポートされていません。

NetBackup Appliance の HA 構成では、次のようにモデル番号、ハードウェア構成、アプライアンスソ
フトウェアバージョンが同一である 2 台のアプライアンスを使用する必要があります。

■ モデル番号とハードウェア構成

両方のアプライアンスのモデル番号と I/O 構成が一致する必要があります。たとえば、構成 D の
5330 モデルのアプライアンスを 2 台使用するか、構成 D の 5340 モデルのアプライアンスを 2 台
使用します。構成 D の 5330 モデルのアプライアンスを 1 台と構成 D の 5340 モデルのアプライア
ンスを 1 台使用することはできません。

■ アプライアンスソフトウェアのバージョン

両方のアプライアンスで、同じソフトウェアバージョンを使用する必要があります。使用するアプライ

アンスのプライマリサーバーは、HA アプライアンスと同じソフトウェアバージョンを使用する必要があ
ります。従来の (非アプライアンス) プライマリサーバーを使用する場合、アプライアンスソフトウェア
バージョンに関連付けられている NetBackup ソフトウェアバージョンを使用する必要があります。た
とえば、HA アプライアンスがバージョン 3.1 を使用している場合、従来の NetBackup プライマリサー
バーは NetBackup バージョン 8.1 を使用する必要があります。

HA 構成は次のように設定できます。

■ 新しいシステムのインストール

1 台の NetBackup 53xx アプライアンス (計算ノード) で初期構成を実行してから、同じノードで HA
構成を実行します。次に、もう一方のアプライアンス (パートナーノード) で初期構成を実行します。
最後に、構成済みのパートナーノードを追加して、計算ノードの HA 構成を完了します。

■ 既存のシステム

既存のコンポーネントは、次の手順で最初にアップグレードする必要があります。

プライマリサーバーの場合は、従来の NetBackup (非アプライアンス) プライマリサーバーを
NetBackup リリースバージョン 8.1 以降にアップグレードする必要があります。NetBackup Appliance
プライマリサーバーをアプライアンスリリースバージョン 3.1 以降にアップグレードする必要がありま
す。

メディアサーバー (既存の 53xx モデル) の場合は、このアプライアンスをリリースバージョン 3.1 以
降にアップグレードする必要があります。

これらのアップグレードが完了したら、既存の 53xx 計算ノードで HA 構成を設定します。次に、パー
トナーノードで初期構成を実行します。最後に、パートナーノードを追加して、計算ノードの HA 構
成を完了します。

■ ホスト名と IP アドレスの必要条件

HA 設定では、次の 3 つのホスト名とそれに対応する IP アドレスが必要です。
■ 物理ノード
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説明パラメータ

2 台の物理メディアサーバーノードにそれぞれ専用のホスト名と IP アドレスを割り当てる必要が
あります。各ホスト名は、同じサブネット内の対応する IP アドレスに解決する必要があります。

■ 仮想ホスト名と IP アドレス
このホスト名とそれに対応する IP アドレスは、2 台の物理ノードとこれらのノードに接続された共
通ストレージから成る HA を識別する際に使用されます。仮想ホスト名と IP アドレスは、2 ノード
間の HA 設定内のポインタとして動作します。たとえば、1 台のノードが正常に動作していない
か、アップグレードまたはメンテナンスのために停止している場合、仮想ホスト名はまだ動作して

いるノードを自動的にポイントします。

HA 設定を行う前に、NetBackup 管理コンソールで、［ホスト名マッピング (Host Name
Mappings)］プロパティにすべての HA ホスト名と IP アドレスを追加する必要があります。この操
作は、関連付けられているプライマリサーバーで実行する必要があります。物理ノードの初期構

成の前にマッピングプロパティを更新しないと、HA 設定のプロセスが失敗する可能性がありま
す。アプライアンスのリリース 3.1.2 以降では、ホスト名マッピングでも承認が必要です。
ホスト名マッピングの追加と承認について詳しくは、『NetBackup セキュリティおよび暗号化ガイ
ド』を参照してください。

HA の構成時に、最初に構成したメディアサーバーまたは既存のメディアサーバーのホスト名と IP アド
レスが、HA 構成用の仮想ホスト名と IP アドレスとして自動的に昇格されます。このとき、このメディアサー
バーに新しいホスト名と IP アドレスを指定する必要があります。

メモ: Active Directory (AD) 認証を使用する場合は、HA 構成のホスト名と IP アドレスで AD サーバー
を更新するまで、HA 構成を設定しないでください。HA 構成を設定する前に、AD サーバーで、仮想ホ
スト名と仮想 IP アドレス、各ノードのホスト名と IP アドレスを指定する必要があります。指定しないと、AD
ユーザーがシステムにアクセスする際に問題が発生する可能性があります。

NetBackup クライアントを使用して NetBackup ジョブを管理する場合、クライアントの bp.conf ファイ
ルに 3 つのホスト名 (2 つのノードのホスト名と新しいホスト名) を追加します。

アプライアンスには一定期間後に期限切れになる非売品版 (NFR) ライセンスキーが付属しています。
アプライアンスはこのライセンスキーがまもなく期限切れになるという警告メッセージを提供しません。し

たがって、アプライアンスを取り付けて構成した後はこのキーを恒久キーに変更することをお勧めします。

ライセンスキーを表示し変更する方法の情報と手順については、『NetBackup Appliance 管理者ガイ
ド』を参照してください。

NFR キーは、期限切れになる前に恒久キーと置き換えてください。

ディスクストレージオ

プションのライセンス
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説明パラメータ

Copilot 機能を使用する予定がある場合は、初期構成時に最適化された共有の予約を作成することを
お勧めします。最適化された共有の予約は、初期構成の完了後にも作成できます。たとえば、拡張スト

レージシェルフを既存または稼働している 53xx アプライアンスに追加する場合です。

メモ: Copilot 機能は、HA 設定を構成すると利用できなくなります。

最適化された共有の予約は、次の場合のみに作成できます。

■ 構成は NetBackup Appliance シェルメニューで行う必要があります。
■ アプライアンスハードウェア構成は、拡張ストレージシェルフを少なくとも 1 つ含む必要があります。
■ 拡張ストレージシェルフ上のすべてのストレージ領域は、最適化された共有の予約専用に使用され

る必要があります。予約の最小サイズは 114 TB です。
■ AdvancedDisk と MSDP パーティションは、異なるシェルフに存在する必要があります。これらは、
専用シェルフ上で最適化された共有の予約と共存することはできません。

最適化された共有の

予約のストレージ

NetBackup appliance MSDP クラウドアプリケーションの構成の概要
リリース 3.3.0.1 以降、MSDP クラウドアプリケーション用に NetBackup 52xx および
53xx シリーズのアプライアンスを構成できます (高可用性 (HA) の設定を含む)。

MSDP クラウドは、重複排除技術を備えたクラウドソリューションです。データは、重複排
除を使用してクラウドターゲットに直接格納されます。1 台の MSDP ストレージサーバー
は、ローカルストレージと複数のクラウドストレージターゲットの両方をサポートできます。

アプライアンスの MSDP ストレージサーバーを構成した後、初期構成の間に、そのスト
レージサーバーにクラウドストレージターゲットを追加できます。その後、アプライアンスの

MSDP ストレージサーバーはクラウドターゲットにデータを格納できます。

次に、MSDP クラウドアプリケーション用にアプライアンスを構成するために必要な手順
の概略を示します。

■ 手順 1: NetBackup Appliance Web コンソール (Web コンソール) または NetBackup
Appliance シェルメニュー (シェルメニュー) を使用して、アプライアンスの初期構成
を実行します。

初期構成に Web コンソールを使用している場合は、初期構成の完了後にシェルメ
ニューにログインし、nbasecadmin ユーザーのデフォルトのパスワードを変更する必
要があります。これは手順 2 に進む前に実行してください。
詳しくは、『NetBackup 52xx Appliance 初期構成ガイド』または『NetBackup 53xx
Appliance 初期構成ガイド』を参照してください。

■ 手順 2: nbasecadmin ユーザーとして NetBackup Web UI にログインし、次のように
MSDP クラウドストレージを構成します。

■ ディスクプールを作成します。

■ ストレージユニットを作成します。

詳しくは、『NetBackup Web UI 管理者ガイド』を参照してください。
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メモ: アプライアンスの初期構成が完了した後は、いつでも MSDP クラウドストレージを構
成できます。

構成されていないアプライアンスに対するコマンドの制限
アプライアンスを管理するには、事前に構成しておく必要があります。初期構成に使うコ

マンドは、新しいアプライアンスまたは出荷時の設定にリセットされたアプライアンスに対

してのみ実行できるコマンドです。これらのコマンドを初期構成以外に使うと、予期しない

動作または望ましくない動作につながることがあります。この状況を防止するために、

Veritasはアプライアンスの初期構成が完了するまで管理コマンドを使わないことをお勧
めします。

構成されていないアプライアンスに対して有効なコマンドについて詳しくは、次のマニュ

アルを参照してください。

NetBackup Appliance 初期構成ガイド

NetBackup Appliance コマンドリファレンスガイド

IPv4-IPv6 ベースのネットワークサポートについて
NetBackup appliance はデュアルスタック IPv4-IPv6 ネットワークでサポートされ、バッ
クアップとリストアの目的で IPv6 クライアントと通信できます。IPv6 アドレスを Appliance
に割り当て、DNS を構成し、IPv6 ベースシステムを含めるようにルーティングを構成でき
ます。

NetBackup Appliance Web コンソールまたは NetBackup Appliance シェルメニューを
使って IPv4 と IPv6 のアドレス情報を入力できます。

IPv6 アドレスに関する次の注意事項を確認してください。

■ 使用できるのはグローバルアドレスのみです。リンクローカルスコープまたはノードロー

カルスコープのアドレスは使用できません。グローバルスコープアドレスと一意のロー

カルアドレスは両方ともホストによってグローバルアドレスとして扱われます。

グローバルスコープ IP アドレスは、グローバルにルーティング可能なアドレスを意味
します。一意のローカルアドレスはグローバルアドレスとして扱われます。

■ 同じコマンドで、IPv4 と IPv6 の両方のアドレスを使うことはできません。たとえば、
Configure 9ffe::9 255.255.255.0 1.1.1.1 は使用できません。Configure
9ffe::46 64 9ffe::49 eth1 を使用する必要があります。

■ IPv6 アドレスへの IPv4アドレスの埋め込みはサポートされていません。たとえば、
9ffe::10.23.1.5 のようなアドレスを使うことはできません。

■ アプライアンスのメディアサーバーの IPv6 アドレスとホスト名が利用可能な場合は、
プライマリサーバーにアプライアンスのメディアサーバーを追加できます。
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たとえば、プライマリサーバーにアプライアンスのメディアサーバーを追加するには、

アプライアンスのメディアサーバーの IPv6 アドレスを次のように入力します。
例:
Main > Network > Hosts add 9ffe::45 v45 v45

Main > Settings > NetBackup AdditionalServers Add v45

Appliance のメディアサーバーの IPv4 アドレスを提供する必要はありません。

■ 純粋な IPv6 クライアントは、NetBackup の場合と同様の方法でサポートされます。

■ NIC (Network Interface Card) または結合に対して IPv4 アドレスを 1 つのみ入力
できます。ただし、NIC または結合に対して複数の IPv6 アドレスを入力できます。

■ Main_Menu > Network > Hosts コマンドは、1 つの NIC (Network Interface Card)
を持つ同じホスト名への複数の IPv6 アドレスの割り当てをサポートします。ただし、こ
のコマンドでは、1 つの NIC を持つ特定のホスト名に 1 つの IPv4 アドレスのみを割
り当てることができます。

■ ゲートウェイアドレスを指定せずにネットワークインターフェースの IPv6 アドレスを追
加できます。

詳しくは、『NetBackup Appliance コマンドリファレンスガイド』を参照してください。

NetBackup Appliance Web コンソールの初期構成
ページの概要

NetBackup Appliance Web コンソールで適切な情報を一連のページに入力して初期
構成を実行できます。以下に、各ページと必要な情報の簡単な説明を示します。

アプライアンスの設定へようこそ (Welcome to Appliance Setup)
このページは、未構成のアプライアンスにログオンすると表示されます。初期構成に必要

な情報の概略を示します。
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図 1-1 アプライアンスの設定へようこそ (Welcome to Appliance Setup)

パスワードの変更 (Password Change)
このページは、admin、maintenance、sysadmin (IPMI) のユーザーアカウントについ
て、出荷時のデフォルトのパスワードを変更するために使用します。デフォルトのパスワー

ドをすべて変更するまで、このページから初期構成を続行することはできません。

図 1-2 ［パスワードの変更 (Password Change)］ページ
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ストレージの概要 (Storage Overview)
このページには、システムハードウェアコンポーネントすべての現在の状態が表示されま

す。このページでは、アプライアンスサーバーとプライマリストレージシェルフ、または拡張

ストレージシェルフ間のコンポーネントのケーブル接続の問題を特定します。ディスクドラ

イブに問題がある場合は、この問題も特定します。

図 1-3 53xx Appliance の［ストレージの概要 (Storage Overview)］ページ

ネットワーク設定（Network Configuration）
このページでは、企業のネットワーク情報を入力します。上部のテーブルには、インター

フェースとルーティングのプロパティを入力する［インターフェースプロパティ (Interface
Properties)］タブと［ルーティングプロパティ (Routing Properties)］タブがあります。下部
の領域には、［ボンドの作成 (Create Bond)］、［VLAN のタグ付け (Tag VLAN)］、［静的
ルートの追加 (Add Static Route)］のドロップダウンタブがあります。各タブを展開してそ
れぞれの情報を入力します。
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図 1-4 ［ネットワーク構成 (Network Configuration)］ページ

ホストの構成 (Host Configuration)
このページでは、アプライアンスのホスト ID を入力します。アプライアンスのホスト名
(FQDN と省略名)、IP アドレス、ドメイン名のすべてが必須です。
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図 1-5 ［ホストの構成 (Host Configuration)］ページ

日付と時刻 (Date & Time)
このページでは、アプライアンスの設置場所の日付、時刻、およびタイムゾーンを設定し

ます。

図 1-6 ［日付と時刻 (Date & Time)］ページ
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警告とコールホーム (Alerting and Call Home)
問題を報告するために、このページでシステム警告やコールホーム機能を構成します。

図 1-7 ［警告とコールホーム (Alerting and Call Home)］ページ

図 1-8 ［登録 (Registration)］ページ
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プライマリサーバーの指定 (Specify Primary Server)
このページでは、メディアサーバーと組み合わせて使用するプライマリサーバーを指定し

ます。プライマリサーバーを選択する前に、最初にアプライアンスメディアサーバーの名

前をプライマリサーバーのサーバーリストに追加する必要があります。

図 1-9 ［プライマリサーバーの指定 (Specify Primary Server)］ページ

このメディアサーバーで使用するために選択したプライマリサーバー名を入力すると、次

のいずれかの証明書シナリオが表示され、このアプライアンスに適切な証明書を展開で

きます。

外部 CA と NetBackup 認証局を使用するプライマリサーバー:

外部 CA のみを使用するプライマリサーバー:
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NetBackup CA のみを使用するプライマリサーバー:

［ストレージの構成 (Storage Configuration)］ -
［AdvancedDisk］
このページの［AdvancedDisk］タブでは、AdvancedDisk パーティションにストレージ領
域を割り当て、ストレージユニットおよびディスクプールに名前を付けます。
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図 1-10 ［ストレージの構成 (Storage Configuration)］ページ -
［AdvancedDisk］

［ストレージの構成 (Storage Configuration)］ - ［MSDP］
このページの［MSDP］タブでは、メディアサーバー重複排除プールパーティションにスト
レージ領域を割り当て、ストレージユニットおよびディスクプールに名前を付けます。
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図 1-11 ［ストレージの構成 (Storage Configuration)］ページ - ［MSDP］

NetBackup Appliance の初期構成チェックリストにつ
いて

このガイドに記載の初期構成チェックリストは、アプライアンスの初期構成および将来の

再構成の計画に役立ちます。

このチェックリストは、NetBackup Appliance Web コンソールに表示される各初期構成
ページのデータ入力フィールドを記述する一連の表から成っています。

新しいアプライアンスの場合、アプライアンスを構成する前にこのチェックリストを使って初

期構成の設定を記録します。アプライアンスが出荷時設定にリセットまたは再イメージ処

理されている場合は、アプライアンスをもう一度構成する必要があります。チェックリストに

記録された設定は、時間を節約し、アプライアンスの接続をすばやく元に戻すために役

立ちます。

NetBackup Appliance の初期構成チェックリスト
このチェックリストはアプライアンスの初期構成の計画のために役立ちます。

『NetBackup Appliance の初期構成ガイド』の初期構成の手順と併せて、このチェックリ
ストを使ってください。文書には、このチェックリストの複製も含まれます。

新しいアプライアンスで、アプライアンスの初期構成の設定を記録するために次の表を使

います。アプライアンスが出荷時設定にリセットまたは再イメージ処理されている場合は、
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アプライアンスをもう一度構成する必要があります。チェックリストに記録された設定は、貴

重な時間を節約し、アプライアンスの接続をすばやく元に戻すために役立ちます。

このチェックリストのハードコピーまたは印刷されたバージョンを使う場合は、記入済みの

チェックリストを安全な場所に置くようにします。

IPMI ポートの構成
IPMI ポートの構成は初期構成とは異なります。アプライアンスへのリモートアクセスにこ
のポートを使用するには、まずポートをネットワークへの接続用に構成する必要がありま

す。次の表を使って、必要なパラメータ設定を記録します。

表 1-2 IPMI ポートの構成

設定パラメータ

IP アドレス (IP Address)

ネットマスク (Netmask)

ゲートウェイ IP アドレス

アプライアンスの初期構成

次の表は、NetBackup Appliance Web コンソールの初期構成ページに表示されるフィー
ルドを示します。これらの表を使って、設定を記録します。

表 1-3 パスワードの変更

設定ユーザーアカウント

admin

maintenance

sysadmin (IPMI)

表 1-4 ネットワーク構成 - ボンドの作成

設定フィールド

ネットワークインターフェース (Network
Interface)

結合モード (Bond Mode)

IP アドレス (IP Address)

サブネットマスク (Subnet Mask)
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表 1-5 ネットワーク構成 - VLAN のタグ付け

設定フィールド

インターフェースの選択

説明 (上記のインターフェースの選択フィールド
について)

VLAN Id

IP アドレス (IPv4 または IPv6)

サブネットマスク (Subnet Mask)

表 1-6 ネットワーク構成 - 静的ルートの追加

設定フィールド

宛先 IP (Destination IP)

宛先のサブネットマスク (Destination Subnet
Mask)

ゲートウェイ

ネットワークインターフェース (Network
Interface)

表 1-7 ホストの構成 (Host Configuration)

設定フィールド

ホスト名 (Host Name)

DNS:

■ ________________________________
■ ________________________________
■ ________________________________

ドメインネームシステム (DNS)

■ ドメイン名のサフィックス (Domain Name
Suffix)

■ DNS の IP アドレス (DNS IP Address)
■ 検索ドメイン (Search Domain(s))

DNS なし:

■ ________________________________
■ ________________________________
■ ________________________________

ホスト名解決 (Host Name Resolution) (DNS
なし)

■ IP アドレス (IP address)
■ 完全修飾ホスト名 (Fully qualified host

name)
■ 短いホスト名 (Short host name)
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表 1-8 パスワードの変更 (Password change)

設定フィールド

古い admin パスワード (Old admin password)

新しい admin パスワード (New admin
password)

新しい admin パスワードの確認 (Confirm new
admin password)

表 1-9 日付と時刻の構成

設定フィールド

タイムゾーン (Time zone)

NTP サーバーの IP (NTP Server IP)

日時 (Date and Time)

表 1-10 警告の構成 (Alert configuration)

設定フィールド

通知の間隔 (Notification Interval) (15 分間隔)

SNMP サーバーの構成 (SNMP Server
Configuration) - SNMP V2、SNMP V3、なし
(デフォルト)

SNMP サーバー (SNMP Server) (名前)

SNMP ポート (SNMP Port)

SNMP コミュニティ (SNMP Community)
(SNMP V2 では必須、SNMP V3 ではオプショ
ン)

SNMP ユーザー名 (SNMP Username) (SNMP
V3 のみ)

認証プロトコル (Authentication Protocol)
(SNMP V3 のみ) - なし (デフォルト)、SHA256、
SHA512

SNMP パスワード (SNMP Password) (SNMP
V3 のみ)
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暗号化プロトコル (Encryption Protocol) (SNMP
V3 のみ) - なし (デフォルト)、AES128、
AES192、AES256、AES512

暗号化パスフレーズ (Encryption Passphrase)
(SNMP V3 のみ)

SMTP サーバー (SMTP Server)

SMTP ポート (SMTP Port)

ソフトウェア管理者の電子メール (Software
Administrator Email)

ハードウェア管理者の電子メール (Hardware
Administrator Email)

送信者の電子メール (Sender Email)

SMTP アカウント (SMTP Account)

パスワード (Password)

表 1-11 警告の構成

設定フィールド

通知の間隔 (Notification Interval) (15 分間隔)

SNMP の警告を有効にする (Enable SNMP
Alert)

SNMP サーバー (SNMP server) (［SNMP の
警告を有効にする (Enable SNMP Alert)］に
チェックマークを付けた場合のみ必要)

SNMP ポート (SNMP port)

SNMP コミュニティ (SNMP community)

SMTP サーバー (SMTP server)

ソフトウェア管理者の電子メール (Software
administrator email address)

ハードウェア管理者の電子メール (Hardware
administrator email address)
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送信者の電子メールアドレス (Sender email
address)

SMTP アカウント (SMTP account)

パスワード (Password)

表 1-12 コールホームの構成

設定フィールド

コールホームを有効にする (Enable Call Home)

プロキシサーバーを有効化 (Enable proxy
server)

プロキシのトンネリングを有効にする (Enable
proxy tunneling)

プロキシサーバー (Proxy server) (［プロキシ
サーバーを有効化 (Enable proxy server)］に
チェックマークを付けた場合のみ必要)

プロキシポート (Proxy port) (［プロキシサーバー
を有効化 (Enable proxy server)］にチェックマー
クを付けた場合のみ必要)

プロキシのユーザー名 (Proxy user name)

プロキシのパスワード (Proxy password)

表 1-13 AdvancedDisk ストレージの構成

設定フィールド

ストレージユニット名 (Storage Unit name)

ディスクプール名

サイズ

表 1-14 重複排除 (MSDP) ディスクの構成

設定フィールド

ストレージユニット名 (Storage Unit name)

ディスクプール名
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サイズ

最大伝送単位サイズの設定について
MTU プロパティは、イーサネットフレームの最大伝送単位のサイズを制御します。イーサ
ネットの標準的な最大伝送単位サイズは 1500 バイトです (ヘッダーなしの場合)。サポー
ト対象の環境では、MTU プロパティを 9,000 バイトを超えて設定できます。インターフェー
スにさらに大きなフレームサイズを設定することを、一般的に、ジャンボフレームを使うと

言います。ジャンボフレームにより、データがネットワーク経由で送信され、場合によって

はスループットが向上して CPU 使用率が減ることがあるため、断片化を減らすことがで
きます。ジャンボフレームを活用するには、イーサネットカード、ドライバ、スイッチのすべ

てにおいて、ジャンボフレームをサポートする必要があります。さらに、アプライアンスへ

のデータ転送に使われる各サーバーインターフェースを、ジャンボフレーム用に設定す

る必要があります。

インターフェースの MTU プロパティを 1500 バイトより大きな値に設定した場合、特定の
インターフェースのアプライアンスに接続しているすべてのシステムで、最大伝送単位サ

イズを同一にすることが推奨されます。こうしたシステムには、NetBackup クライアントや
リモートデスクトップが含まれますが、これらに限定されません。また、MTU プロパティを
設定する前に、ネットワークハードウェア、OS、ドライバのサポートをすべてのシステムで
確認してください。

インターフェースの MTU プロパティは、NetBackup Appliance シェルメニューで
SetProperty コマンドを使って設定できます。

『NetBackup Appliance コマンドリファレンスガイド』の SetProperty コマンドを参照して
ください。
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初期構成の手順

この章では以下の項目について説明しています。

■ プライマリサーバーの構成によるアプライアンスのメディアサーバーとの通信

■ NetBackup Appliance Web コンソールを使用して NetBackup 53xx シリーズのア
プライアンスの初期構成を実行する

■ NetBackup Appliance シェルメニューを使用して NetBackup 53xx シリーズのアプ
ライアンスの初期構成を実行する

■ NetBackup 53xx の高可用性設定

■ NetBackup 53xx 高可用性構成のパートナーノードの初期構成を実行する

■ NetBackup 53xx 高可用性構成へのパートナーノードの追加

プライマリサーバーの構成によるアプライアンスのメディ
アサーバーとの通信

新しいアプライアンスをメディアサーバーとして構成するには、まず併用する予定のプラ

イマリサーバーの構成を更新する必要があります。プライマリサーバーと新しいメディア

サーバー間の通信を確保するには、新しいメディアサーバーホスト名をプライマリサー

バー上の［追加サーバーリスト (Additional Servers List)］に追加する必要があります。

高可用性構成の場合、設定手順に使用するノードのホスト名を追加する必要があります。

次に、プライマリサーバーを構成して新しいアプライアンスのメディアサーバーと通信する

手順を示します。

プライマリサーバーを構成して新しいメディアサーバーと通信する方法

1 アプライアンスをメディアサーバーの役割として構成する前に、ソフトウェアバージョ

ンにプライマリサーバーとの互換性があることを確認します。プライマリサーバーは、

2



次のようにメディアサーバーと同じかそれ以降のソフトウェアバージョンを使用する必

要があります。

■ プライマリサーバーがソフトウェアバージョン 4.1 の NetBackup Appliance であ
る場合、アプライアンスメディアサーバーはソフトウェアバージョン 4.1 以前を使
用する必要があります。

■ プライマリサーバーがソフトウェアバージョン 9.1 の従来の (非アプライアンス)
NetBackup プライマリサーバーである場合、アプライアンスメディアサーバーは
ソフトウェアバージョン 4.1 以前を使用する必要があります。

2 プライマリサーバーに管理者としてログインし、次のようにメディアサーバー名を追加

します。

NetBackup Appliance Web コンソールで次の操作を実行
します。

■ ［管理 (Manage)］>［追加サーバー (Additional
Servers)］>［追加 (Add)］をクリックします。

■ ［アプライアンスのホスト名 (Appliance Hostname)］
フィールドに、追加するアプライアンスのメディアサー

バーの完全修飾ホスト名 (FQHN) を入力します。
■ ［追加 (Add)］をクリックします。
アプライアンスに複数のホスト名がある場合はすべての

名前を追加します。

NetBackup Appliance シェルメニューで次の操作を実行
します。

■ Main_Menu > Settings ビューで、次のコマンドを実行
します。

Settings > NetBackup AdditionalServers
Add media-server

media-server は、まだ構成していないアプライアンスの
メディアサーバーの完全修飾ホスト名 (FQHN) です。
アプライアンスに複数のホスト名がある場合はすべての

名前を追加します。

アプライアンスプライマリサー

バーの場合:
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■ 管理者として NetBackup 管理コンソールにログオンし
ます。

■ コンソールのメインウィンドウの左ペインで、［NetBackup
の管理 (NetBackup Management)］、［ホストプロパティ
(Host Properties)］、［プライマリサーバー (Primary
Servers)］の順にクリックします。

■ 右ペインで、プライマリサーバーのホスト名をクリックしま

す。

■ ［ホストプロパティ (Host Properties)］ウィンドウの左ペ
インで、［サーバー (Servers)］をクリックします。

■ 右ペインの［追加サーバー (Additional Servers)］セク
ションで、［追加 (Add)］をクリックしてアプライアンスのホ
スト名を入力します。アプライアンスのホスト名が最上部

の［追加サーバー (Additional Servers)］セクションに表
示されます。

アプライアンスに複数のホスト名がある場合はすべての

名前を追加します。

■ ［OK］をクリックして［プライマリサーバープロパティ
(Primary Server Properties)］ウィンドウを閉じます。

従来の NetBackup プライマリ
サーバーの場合:

3 プライマリサーバーとメディアサーバーの間にファイアウォールがある場合、プライマ

リサーバーの次のポートを開いてメディアサーバーとの通信を許可します。

メモ: ポート設定を変更するには管理者としてログインしている必要があります。

■ vnetd: 13724

■ bprd: 13720

■ PBX: 1556

■ プライマリサーバーが TCP を利用する NetBackup Appliance の場合、次の
ポートを開きます。

443、5900、7578。

4 メディアサーバーの日時とプライマリサーバーの日時が一致していることを確認しま

す。NTP サーバーを使うことも、時間を手動することもできます。

5 NAT ネットワークで新しいメディアサーバーを使用する予定がある場合は、メディア
サーバーを構成する前に次のタスクを実行します。

■ プライマリサーバーで DNAT 機能を有効にします。
アプライアンスプライマリサーバーで、シェルメニューにログインし、次のコマンド

を実行します。

Main > Settings > NetBackup DNAT Enable
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従来の (非アプライアンス) NetBackup プライマリサーバーについて詳しくは、
『Veritas NetBackup 管理者ガイド Vol. 1』を参照してください。第 5 章とトピッ
クタイトル「NetBackup ドメイン内の NAT ホストを有効にするワークフロー」を参
照してください。

■ プライマリサーバーの NetBackup サーバーリストに新しい NAT メディアサー
バーの名前を追加します。

アプライアンスプライマリサーバーで、シェルメニューにログインし、次のコマンド

を実行します。

Main > Settings > NetBackup NATServers Add

従来の (非アプライアンス) NetBackup プライマリサーバーで、NAT サーバー
名を手動で bp.conf レジストリファイルに追加するか、bpsetconfig コマンドを
使用します。次のように、各サーバー名をスペースで区切って 1 行に入力する
必要があります。

NAT_SERVER_LIST = media1 media2 media3

p.33 の 「NetBackup Appliance Web コンソールを使用して NetBackup 53xx シリーズ
のアプライアンスの初期構成を実行する」 を参照してください。

NetBackup Appliance Web コンソールを使用して
NetBackup 53xx シリーズのアプライアンスの初期構
成を実行する

このトピックでは、新規または出荷時のデフォルト (出荷時の設定) にリセットされている
NetBackup 53xx シリーズのアプライアンスを構成する方法について説明します。

この方法では、アプライアンスポート NIC1 (eth0) にノートパソコンを直接接続する必要
があります。NetBackup 53xx Appliance は、メディアサーバーとしてのみ構成できます。

リリース 4.0 以降では、初期構成プロセスで、admin、maintenance、sysadmin (IPMI)
ユーザーアカウントのデフォルトのパスワードを変更する必要があります。デフォルトの

admin パスワードは、アプライアンスの初期ログインでのみ有効です。［パスワードの変更
(Password Change)］ページは、ようこそページの［アプライアンスを設定 (Setup
Appliance)］をクリックした後に最初に表示されます。

リリース 3.2 以降では、外部認証局の証明書がサポートされています。この機能は、ホス
トの検証とセキュリティのために NetBackup 認証局を使用する代替手段を提供します。
この手順には、これらの証明書を配備するために必要な情報が含まれています。セキュ

リティ証明書について詳しくは、『NetBackup セキュリティおよび暗号化ガイド』の
「NetBackup の外部 CA サポート」の章を参照してください。

高可用性構成の場合、この手順を使用して 53xx Appliance (計算ノード) を構成します。
その後、構成したノードを使用して高可用性設定を構成します (手順 16 を参照)。
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このメディアサーバーの初期構成を実行する前に、すでに次のタスクを完了していること

を確認してください。

■ プライマリサーバーとメディアサーバーが互換性のあるソフトウェアのバージョンであ

ることを検証済みであること。

■ プライマリサーバー上の SERVERS リストにこのメディアサーバーのホスト名を追加済
みであること。

高可用性構成の場合、設定手順に使用するノードのホスト名が追加済みであること。

■ プライマリサーバーとこのメディアサーバーの間にファイアウォールがある場合は、プ

ライマリサーバーの該当するポートが開かれていること。

■ NAT ネットワークでこのメディアサーバーを使用する場合は、必ずプライマリサーバー
の DNAT 機能を有効にし、プライマリサーバーの NAT サーバーリストにこのメディア
サーバー名を追加してください。

次のリンクには、上記のタスクの実施方法が指示されています。

p.30 の 「プライマリサーバーの構成によるアプライアンスのメディアサーバーとの通信」
を参照してください。

NetBackup Appliance Web コンソールを使用して NetBackup 53xx メディアサー
バーアプライアンスの初期構成を実行するには

1 アプライアンスポート NIC1 にノートパソコンを接続します。次に、［ローカルエリアの
接続プロパティ (Local Area Connection Properties)］ダイアログボックスに移動し
ます。

［全般 (General)］タブで、［インターネットプロトコル (TCP/IP) (Internet Protocol
(TCP/IP))］を選択してハイライト表示し、［プロパティ (Properties)］をクリックします。

34第 2 章 初期構成の手順
NetBackup Appliance Web コンソールを使用して NetBackup 53xx シリーズのアプライアンスの初期構成を実行する



［代替の構成 (Alternate Configuration)］タブで、次のタスクを実行します。

■ ［ユーザー構成 (User Configured)］をクリックします。
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■ ［IP アドレス (IP address)］に、192.168.229.nnn と入力します。nnn は 2 から
254 (233 を除く) の任意の数字です。

■ ［サブネットマスク (Subnet mask)］に、255.255.255.0 と入力します。

■ ［OK］をクリックします。

2 アプライアンスに接続したノートパソコンで Web ブラウザを開いて次の URL にアク
セスします。

http://192.168.229.233

セキュリティ例外を続行することを確かめます。

3 次のようにデフォルトのクレデンシャルでアプライアンスにログオンします。

■ ［ユーザー名 (User Name)］: admin

■ ［パスワード (Password)］: P@ssw0rd

4 ［Appliance の設定へようこそ (Welcome to Appliance Setup)］ページで、初期構
成を実行するために必要な情報の概要を確認します。

■ ［構成チェックリストのダウンロード (Download Configuration Checklist)］
事前に『NetBackup 53xx 初期構成ガイド』のチェックリストに記入していない場
合は、このリンクをクリックして電子バージョンにアクセスします。構成の実行時に

使えるように、最初にこのファイルを印刷し、記入しておくことをお勧めします。初

期構成を完了したら、将来の参照用にこのチェックリストを安全な場所に保管し

ます。

■ ［アプライアンスを設定 (Setup Appliance)］
構成チェックリストに記入した後、この項目をクリックして構成を開始します。

5 ［パスワードの変更 (Password Change)］ページに、出荷時のデフォルトのパスワー
ドを置き換える新しいアプライアンスのアカウントパスワードを入力します。

新しいパスワードを設定する前に、次のパスワードポリシーを確認してください。

■ パスワードは少なくとも 8 文字にする必要があります。

■ パスワードには、少なくとも 1 つの小文字 (a から z) と 1 つの数字 (0 から 9) を
含める必要があります。

■ 辞書にある言葉は弱いパスワードと見なされて受け入れられません。

■ sysadmin (IPMI) ユーザーのパスワードは、20 文字以下にする必要がありま
す。

■ 過去 7 回分のパスワードは再利用できません。以前のパスワードに類似する新
しいパスワードも使えません。

次に、アカウントが表示される順序と、各パスワード変更のプロンプトを示します。
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新しい admin パスワード (New admin password):

新しい admin パスワードの確認 (Confirm new admin
password):

admin

新しい maintenance パスワード (New maintenance
password):

新しい maintenance パスワードの確認 (Confirm new
maintenance password):

maintenance

新しい sysadmin パスワード (New sysadmin password):

新しい sysadmin パスワードの確認 (Confirm new
sysadmin password):

sysadmin (IPMI)

すべてのデフォルトのパスワードを変更した後、［次へ (Next)］をクリックします。

6 ［ストレージの概要 (Storage Overview)］ページで、接続したハードウェアコンポー
ネントの状態を調べて確認します。

ダイアグラムでは、コンポーネントケーブルまたはディスクドライブに問題が存在する

かどうかを示す固有のアイコンが使われます。以下では、表示される可能性のある

一般的なアイコンについて説明します。

メモ: ヘルプ (?) アイコンをクリックすると、アイコンの説明の完全な一覧が表示され
ます。

OK

警告 (Warning)

後で解決できる問題を示します。こ

の場合は、初期構成を続行できま

す。ただし、このような問題により、影

響を受けるデバイスにアクセスでき

なくなります。アイコンをクリックして、

問題の説明を参照してください。

エラー

初期構成を続行する前にすぐに解

決する必要のある重要な問題を示

します。アイコンをクリックして、問題

の説明を参照してください。
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情報

アイコンをクリックして、特定領域に

関する情報を参照してください。

問題がなければ、［次へ (Next)］をクリックして初期構成を開始します。問題を解決
する場合は次のガイドラインを使います。

■ 問題の説明を表示するには、警告またはエラーアイコンをクリックします。

■ すべてのケーブルが正しく接続され、固定されていることを確認します。

■ すべてのディスクドライブが正しく設置され、固定されていることを確認します。

■ すべてのユニットが電源オンであり、完全に起動していることを確認します。

■ ハードウェアチェックリストの項目をすべてチェック済みであることを確認します。

■ 上記の項目の確認後または変更後に［更新 (Refresh)］をクリックします。警告ま
たはエラーアイコンが表示されなくなった場合は、問題が解決したことを示しま

す。

初期構成を開始する前にすべての問題を解決することをお勧めします。

メモ: 上記の項目のすべてを確認し更新してもエラー問題を解決できない場合は、
そこで作業を中止してベリタスのテクニカルサポートにお問い合わせください。

7 ［ネットワーク構成 (Network Configuration)］ページには、特定のタスクを完了する
ための次のタスクバーと、ネットワーク接続を構成するための関連するデータ入力

フィールドがあります。

■ ［ボンドの作成 (Create Bond)］ - 2 つ以上のネットワークインターフェース間の
結合を作成するために使用します。

■ ［VLAN のタグ付け (Tag VLAN)］ - 既存のネットワーク環境の VLAN を構成す
るために使用します。

■ ［静的ルートの追加 (Add Static Route)］ - ネットワークのルート構成を追加する
ために使用します。

各タスクバーを展開して、関連するネットワーク構成情報を入力します。これらの機

能は互いに独立しているため、表示される順序で構成する必要はありません。

メモ: NetBackup Appliance は、同じサブネットに属する 2 つの IP アドレスの構成
をサポートしません。アプライアンスは Linux のオペレーティングシステムで実行さ
れ、この種類のネットワークは現在の制限事項です。作成する各結合は、異なるサ

ブネットに属する IP アドレスを使う必要があります。
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メモ: アプライアンスのホスト名がその IP アドレスに解決される場合は、IP アドレスを
削除できません。

次のように、［ボンドの作成 (Create Bond)］の適切な情報を入力します。

［ボンドの作成 (Create Bond)］データ入力フィールド

■ ネットワークインターフェース (Network Interface)
ドロップダウンボックスをクリックし、ネットワーク接続に使うイーサネット NIC ポートを選択
します。

■ 結合モード (Bond Mode)
ドロップダウンボックスをクリックし、結合する NIC ポートに使う結合モードを選択します。
結合により、複数のネットワークインターフェースを単一の論理「結合」インターフェースに

集約できます。結合されたインターフェースの動作はモードによって異なります。デフォル

ト結合モードは［balance-alb］です。

ドロップダウンリストから利用可能な結合モードは以下のとおりです。

■ balance-rr
■ active-backup
■ balance-xor
■ broadcast
■ 802.3ad
■ balance-tlb
■ balance-alb
いくつかの結合モードでは、スイッチまたはルーターでの追加構成が必要となります。結

合モードを選択する際には、その点にも注意する必要があります。

結合モードについて詳しくは、次のマニュアルを参照してください。

http://www.kernel.org/doc/Documentation/networking/bonding.txt
すべてのフィールドに適切なデータを入力した後に、［+］をクリックして選択したネットワー
クインターフェースを追加してすぐに組み込む必要があります。結合を構成するには、［結

合モード (Bond Mode)］ドロップダウンボックスから複数のインターフェースを選択する必
要があります。IPv6 アドレスには、［サブネットマスク (Subnet Mask)］として 64 を入力し
ます。

■ IP アドレス (IP Address)
このアプライアンスサーバーの IP アドレスを入力します。

■ サブネットマスク (Subnet Mask)
このアプライアンスサーバーの IP アドレスを特定するネットワークアドレスを入力します。

■ すべてのフィールドに適切なデータを入力した後に［+］をクリックし、結合設定を保存して
追加します。

ご使用の環境で必要な場合は、次のように適切な Tag VLAN 情報を入力します。
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［VLAN のタグ付け (Tag VLAN)］データ入力フィールド

■ インターフェースの選択

VLAN をタグ付けするネットワークインターフェースかデバイス名を選択します。
■ 説明 (Description)

VLAN の説明を入力します。たとえば、財務、人事管理など。
■ VLAN Id

VLAN に 1 から 4094 までの番号識別子を入力します。
■ IP アドレス [IPv4 または IPv6] (IP Address [IPv4 or IPv6])
このアプライアンスで使う IPv4 または IPv6 アドレスを入力します。

■ サブネットマスク (Subnet Mask)
IP アドレスに対応するサブネットマスク値を入力します。

■ ［追加 (Add)］をクリックして、タグ付けする VLANの構成情報を既存のネットワーク環境
に追加します。

タグ付けする追加の VLAN の情報を入力するには、［+］記号をクリックして行を追加しま
す。行を削除するには、［サブネットマスク (Subnet Mask)］フィールドの横にある［-］記号
をクリックします。

次のように、［静的ルートの追加 (Add Static Route)］の適切な情報を入力します。

［ルーティング構成 (Routing Configuration)］データ入力フィールド

■ 宛先 IP (Destination IP)
宛先ネットワークのネットワーク IP アドレスを入力します。アドレスは IPv4 または IPv6 の
いずれかになります。グローバルスコープと一意的ローカルの IPv6 アドレスのみが許可
されます。

p.13 の 「IPv4-IPv6 ベースのネットワークサポートについて」 を参照してください。
■ 宛先のサブネットマスク (Destination Subnet Mask)
［宛先 IP (Destination IP)］のアドレスに対応するサブネット値を入力します。
初期構成では、変更できないデフォルト値がこのフィールドに含まれています。別のルー

トを構成するときは、適切な値を入力する必要があります。

■ ゲートウェイ (Gateway)
別のネットワークへの入り口として機能するネットワークポイントのアドレスを入力します。

アドレスは IPv4 または IPv6 のいずれかになります。グローバルスコープと一意的ローカ
ルの IPv6 アドレスのみが許可されます。
p.13 の 「IPv4-IPv6 ベースのネットワークサポートについて」 を参照してください。

■ ネットワークインターフェース (Network Interface)
ドロップダウンボックスをクリックし、ネットワーク接続に使うイーサネット NIC ポートを選択
します。

■ すべてのフィールドに適切なデータを入力した後に［+］をクリックし、ルーティング構成の
設定を保存して追加します。

8 ［ホスト構成 (Host Configuration)］ページで、次のようにホストの解決情報を入力で
きます。
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■ ［hosts ファイルを手動で編集するには、ここをクリック (To edit the hosts file
manually, click here)］
IP アドレス、完全修飾ホスト名、短いホスト名を /etc/hosts ファイルに直接追
加します。［ここ (here)］をクリックして /etc/hosts ファイルを開いて編集します。

■ 以下のフィールドにアプライアンスのホスト名と関連ホスト解決情報を入力しま

す。

このアプライアンスの完全修飾ドメイン名 (FQDN) を入力します。

このアプライアンスの短いホスト名または完全修飾ドメイン名 (FQDN)
を入力します。

一部の例外を除き、ホスト名はアプライアンス構成全体に適用されま

す。短縮名は次の場所に常に表示されます。

■ NetBackup Appliance シェルメニュープロンプト
■ 重複排除プールカタログのバックアップポリシー

■ デフォルトのストレージユニットおよびディスクプール名

このアプライアンスが出荷時の設定にリセットされていて、以前のバッ

クアップイメージのいずれかをインポートする場合は、アプライアンスの

ホスト名が次のルールのいずれかを満たしている必要があります。

■ ホスト名は出荷時の設定へのリセット前に使われるものとまったく同

じである必要があります。

■ FQDN にホスト名を変更する場合は、出荷時の設定へのリセットの
前に使われた短い名前を含んでいる必要があります。たとえば、

「myhost」が出荷時の設定へのリセットの前に使われた場合は、新
しい FQDN として「myhost.domainname.com」を使います。

■ 短いホスト名にホスト名を変更する場合は、出荷時の設定へのリ

セットの前に使われた FQDN から得られる名前にする必要があり
ます。たとえば、「myhost.domainname.com」が出荷時の設定へ
のリセットの前に使用された場合は、新しい短いホスト名として

「myhost」を使用します。

メモ: ドメイン名のサフィックスはホスト名に付加され、初期構成が完了
した後は変更できません。後でサフィックスを変更したり、アプライアン

スを別のドメインに移動したりする必要がある場合は、最初に出荷時の

設定へのリセットを実行してから、初期構成を再度実行する必要があ

ります。

ホスト名 (Host
Name)
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以下の［ドメイン名システム (Domain Name System)］情報を入力しま
す。

■ ドメイン名のサフィックス (Domain Name Suffix)
DNS サーバーのサフィックス名を入力します。

■ DNS の IP アドレス (DNS IP Address(es))
DNS サーバーの IP アドレスを入力した後、［+］アイコンをクリック
してアドレスを追加します。必要なアドレスの追加数に応じて繰り返

します。

アドレスは IPv4 または IPv6 のいずれかになります。IPv6 アドレス
の場合は、グローバルスコープまたは一意のローカルアドレスのみ

を入力できます。

p.13 の 「IPv4-IPv6 ベースのネットワークサポートについて」 を参
照してください。

アドレスを削除するには、データ入力フィールド下のリストからその

アドレスを選択し、［x］アイコンをクリックします。
■ 検索ドメイン (Search Domain(s))
ご使用の環境で必要な場合、検索ドメイン名を入力し、+ アイコン
をクリックして、その名前を追加します。必要な検索ドメインの追加

数に応じて繰り返します。

検索ドメインを削除するには、データ入力フィールド下のリストから

その検索ドメインを選択し、［x］アイコンをクリックします。

必要な情報をすべて入力した後、［次へ (Next)］をクリックします。

DNS システムの場
合:

以下の［ホスト名解決 (Host name resolution)］の情報を入力します。

■ IP
アプライアンスの IP アドレスを入力します。
アドレスは IPv4 または IPv6 のいずれかになります。IPv6 アドレス
の場合は、グローバルスコープまたは一意のローカルアドレスのみ

を入力できます。

p.13 の 「IPv4-IPv6 ベースのネットワークサポートについて」 を参
照してください。

■ 完全修飾ホスト名 (Fully qualified host name)
アプライアンスの完全修飾ホスト名 (FQHN) を入力します。

■ 短いホスト名 (Short host name)
アプライアンスの短い名前を入力します。

2 つ以上の名前を入力するには、名前の間にスペースなしでカン
マを追加します。

すべてのフィールドに入力した後、［+］アイコンをクリックします。追加
したエントリがフィールドの下に表示されます。

必要な情報をすべて入力した後、［次へ (Next)］をクリックします。

DNS を使わないシ
ステムの場合
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9 ［日時 (Date & Time)］ページで、このアプライアンスの適切な日付と時刻を入力し
ます。このメディアサーバーの日時は、関連付けられたプライマリサーバーの日時と

一致する必要があります。

情報を手動で入力する以外に、NTP (Network Time Protocol) サーバーを使って
ネットワーク上でアプライアンスの日時を同期することもできます。

アプライアンスにタイムゾーンを割り当てるには、［タイムゾーン (Time
zone)］ドロップダウンボックスをクリックし、該当する地域、国、タイム
ゾーンを選択します。

タイムゾーン (Time
zone)

日付と時刻を手動で入力するには、このオプションを選択し、次の情

報を入力します。

■ 最初のフィールドに、mm/dd/yyyy の形式で日付を入力します。
または、カレンダーのアイコンをクリックし、適切な年月日を選択し

ます。

■ 2 番目のフィールドに、hh:mm:ss の形式で時刻を入力します。
24 時間形式 (00:00:00 - 23:59:59) で入力する必要があり
ます。

日付と時刻の指定

(Specify date &
time)

アプライアンスを NTP サーバーと同期するには、このオプションを選
択して適切な NTP ［サーバーの IP (Server IP)］ アドレスを入力しま
す。

NTP

必要な情報をすべて入力した後、［次へ (Next)］をクリックします。

10 ［アラートとコールホーム (Alerting and Call Home)］ページで、アプライアンスがベ
リタスコールホームサーバーに電子メールでアラートを送信したり、状態レポートを

アップロードするための情報を入力したりします。

アラートをアップロードするようにこのサーバーを構成するには、次のように適切なア

ラートの構成情報を入力します。

アラートの構成 (Alert configuration)

通知の間隔 (Notification interval) (分)

サーバーがベリタスのコールホームサーバーにアラートをアップロードする間隔を入力しま

す。Veritas15 分単位で入力する必要があります。
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アラートの構成 (Alert configuration)
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アラートの構成 (Alert configuration)

SNMP サーバーの構成 (SNMP Server Configuration)

次のオプションのいずれかを選択します。

■ SNMP V2
■ SNMP V3
■ なし (None) (デフォルト)

■ SNMP サーバー (SNMP Server)
このサーバーを定義する SNMP サーバーのホスト名または IP アドレスを入力しま
す。

IPv4 または IPv6 の IP アドレスを入力できます。IPv6 の場合は、グローバルスコー
プと一意のローカルアドレスのみを入力できます。

■ SNMP ポート (SNMP Port)
このサーバーとの通信を許可する SNMP サーバーのポート番号を入力します。デ
フォルト値は 162 です。

メモ: ファイアウォールで、このポートを介してアプライアンスから SNMP サーバーに
アクセスできるようにする必要があります。

■ SNMP コミュニティ (SNMP Community)
このフィールドは SNMP V2 の場合は必須、SNMP V3 の場合は省略可能です。
警告やトラップが送信されるコミュニティ名を入力します。

たとえば、［SNMP サーバー (SNMP server)］に入力した情報と同じ情報を入力でき
ます。また、会社名の他、admin_group、public、private などの名前も入力できます。
何も入力しない場合、デフォルト値は public です。

■ SNMP ユーザー名 (SNMP Username) (SNMP V3 のみ)
SNMP ユーザー名を次のように入力します。
■ 最大 32 文字まで入力できます。
■ 大文字、小文字、数字の他、ピリオド、ハイフンまたはダッシュ、アンダースコアを

含めることができます。

■ 空白、カンマ、特殊文字は使用できません。

■ 認証プロトコル (Authentication Protocol) (SNMP V3 のみ)
次のように構成して、セキュリティレベルを設定します。

■ なし (None) (デフォルト)
セキュリティレベルを認証なし、権限なし (認証無効) に設定します。パスワードと
暗号化のフィールドは灰色で表示されており、必須ではありません。

■ SHA256 または SHA512
認証のセキュリティレベルを設定します。SNMP パスワードが必要です。

■ SNMP パスワード (SNMP Password)/SNMP パスワードの確認 (Confirm SNMP
Password) (SNMP V3 のみ)
次のように、SNMP ユーザーのパスワードを入力します。
■ 8 文字以上にする必要があります。
■ 大文字、小文字、数字の他、ピリオド、ハイフンまたはダッシュ、アンダースコアを

含めることができます。
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アラートの構成 (Alert configuration)

空白、カンマ、特殊文字は使用できません。■

暗号化プロトコル (Encryption Protocol) (SNMP V3 のみ)
次のように構成して、暗号化ポリシーを設定します。

■ なし (None) (デフォルト)
暗号化ポリシーを使用せず、適用もされません。パスフレーズのフィールドは灰色

で表示されており、必須ではありません。

■ AES128 AES192 AES256 AES512
これらのオプションのいずれかを選択して、関連付けられている暗号化ポリシーを

適用します。暗号化パスフレーズが必要です。
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アラートの構成 (Alert configuration)

■ 暗号化パスフレーズ (Encryption Passphrase)/暗号化パスフレーズの確認 (Confirm
Encryption Passphrase)(SNMP V3 のみ)
暗号化ポリシーを使用するように暗号化プロトコルを設定した場合は、SNMP ユー
ザーのパスフレーズを次のように入力します。

■ 8 文字以上にする必要があります。
■ 大文字、小文字、数字の他、ピリオド、ハイフンまたはダッシュ、アンダースコアを

含めることができます。

■ 空白、カンマ、特殊文字は使用できません。

次に、特定の SNMP 設定シナリオに必要なフィールドの概要を示します。
■ SNMP V2

SNMP サーバー (SNMP Server)
SNMP ポート (SNMP Port)
SNMP コミュニティ (SNMP Community)
これら以外のフィールドは必須ではありません。

■ SNMP V3 - 認証なし/権限なし
SNMP サーバー (SNMP Server)
SNMP ポート (SNMP Port)
SNMP コミュニティ (SNMP Community) (オプション)
認証プロトコル - なし
これら以外のフィールドは必須ではありません。

■ SNMP V3 - 認証/権限なし
SNMP サーバー (SNMP Server)
SNMP ポート (SNMP Port)
SNMP コミュニティ (SNMP Community) (オプション)
認証プロトコル (Authentication Protocol) (SHA256、SHA512)
SNMP パスワード (SNMP Password)/SNMP パスワードの確認 (Confirm SNMP
Password)
これら以外のフィールドは必須ではありません。

■ SNMP v3 - 認証/権限
SNMP サーバー (SNMP Server)
SNMP ポート (SNMP Port)
SNMP コミュニティ (SNMP Community) (オプション)
認証プロトコル (Authentication Protocol) (SHA256、SHA512)
SNMP パスワード (SNMP Password)/SNMP パスワードの確認 (Confirm SNMP
Password)
暗号化プロトコル (Encryption Protocol) (AES128、AES192、AES256、AES512)
暗号化パスフレーズ (Encryption Passphrase)/暗号化パスフレーズの確認
(Confirm Encryption Passphrase)
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アラートの構成 (Alert configuration)

■ SNMP の MIB ファイルを表示 (View SNMP MIB file)
関連トラップを監視するハードウェアを受信するようにアプライアンスの SNMP マネー
ジャを設定するには、このリンクをクリックして MIB ファイルの内容を表示します。次
に、ファイルを別の場所にコピーし、その内容を使って SNMP マネージャを更新しま
す。

SNMP MIB ファイルは、SNMP メッセージの生成と解釈に使われるデータ辞書とし
て機能します。SNMP を構成する場合は、SNMP トラップを解釈できるように監視ソ
フトウェアに MIB ファイルをインポートする必要があります。アプライアンスは SNMPv2c
形式のトラップのみを受け入れることができます。

SMTP サーバー構成 (SMTP Server Configuration)

■ SMTP サーバー (SMTP Server)
SMTP サーバーのホスト名または IP アドレスを入力します。

■ SMTP ポート (SMTP Port)
このサーバーとの通信を許可する SNMP サーバーのポート番号を入力します。デフォ
ルトは 25 です。

■ ソフトウェア管理者の電子メール (Software Administrator Email)
ソフトウェア管理者が通知を受信するための電子メールアドレスを入力します。

■ ハードウェア管理者の電子メール (Hardware Administrator Email)
ハードウェア管理者が通知を受信するための電子メールアドレスを入力します。

■ 送信者の電子メール (Sender Email)
受信者がレポートのソースを識別できるようにこのサーバーの電子メールアドレスを入力

します。

■ SMTP アカウント (SMTP Account)
SMTP サーバーのアカウント名を入力します。

■ パスワード (Password)
セキュリティを高めるには、SMTP サーバーのパスワードを入力します。

プロキシサーバーまたはベリタスコールホームサーバーに電子メールのレポートを

送信するように、このサーバーを構成できます。

次のプロキシサーバーがサポートされます。

■ Squid

■ Apache

■ TMG

メモ: プロキシ構成の NTLM 認証もサポートされます。

コールホームの場合は、次のように、［コールホームの構成 (Call Home
Configuration)］の適切な情報を入力します。
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［コールホームの構成 (Call Home Configuration)］データ入力フィールド

■ コールホームの有効化 (Enable Call Home)
アプライアンスがベリタスコールホームサーバーに電子メールレポートを送信するように

するには、このチェックボックスにチェックマークを付けます。

■ プロキシサーバーを有効化 (Enable proxy server)
電子メール通知にプロキシサーバーを使う場合は、このチェックボックスにチェックマーク

を付け、以下のプロキシ情報を入力します。

■ プロキシのトンネリングを有効にする (Enable proxy Tunneling)
プロキシトンネリングを有効にするには、このチェックボックスにチェックマークを付け、以

下のプロキシ情報を入力します。

■ プロキシサーバー (Proxy server)
サーバーの IP アドレスを入力します。
IPv4 または IPv6 の IP アドレスを入力できます。IPv6 の場合は、グローバルスコー
プと一意のローカルアドレスのみを入力できます。

■ プロキシポート (Proxy port)
このアプライアンスとの通信を許可するプロキシサーバーのポート番号を入力します。

■ プロキシのユーザー名 (Proxy username)
プロキシサーバーのユーザー名を入力します。

■ プロキシのパスワード (Proxy password)
プロキシサーバーのパスワードを入力します。

■ コールホームのテスト (Test Call Home)
必要な情報をすべて入力した後、［コールホームのテスト (Test Call Home)］をクリッ
クして、ベリタスサーバーとの通信を確認することをお勧めします。

テストが失敗した場合は、すべての名前、IP アドレス、ポート番号が正しく入力されて
いることを確認してください。テストが再度失敗した場合は、ベリタスのテクニカルサ

ポートにお問い合わせください。

必要な情報をすべて入力した後、［次へ (Next)］をクリックします。

11 ［プライマリサーバーの指定 (Specify Primary Server)］ページで、次の項目に関す
るメッセージが表示されます。

■ DNAT の構成 (DNAT configuration)
NAT ネットワークでこのメディアサーバーを使用する予定がある場合は、プロン
プトに従ってください。

■ プライマリサーバー名 (Primary Server Name)
名前と IP アドレスが 1 つしかないプライマリサーバーの場合は、プライマリサー
バーのホスト名または IP アドレスを入力し、［追加 (Add)］をクリックします。
クラスタ化されたプライマリサーバーの場合や、複数の名前と IP アドレスがある
プライマリサーバーの場合、フィールドに各ホスト名または IP アドレスを (1 回に
1 つずつ) 入力し、［追加 (Add)］をクリックします。プライマリサーバーがクラスタ
化されている場合は、最初のエントリはクラスタの仮想ホスト名である必要があり

ます。
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プライマリサーバーのホスト名が FQDN の場合は、Veritasは FQDN を使用し
てメディアサーバーのプライマリサーバーを指定することをお勧めします。

■ 証明書のプロビジョニング/証明書失効リスト (CRL)
プライマリサーバー名の入力後、アプライアンスは、認証局 (CA) ステータスの
プライマリサーバーに ping を実行し、結果を表示します。次の箇条書き項目は
それぞれ、表示される可能性のあるステータス結果を示しています。該当するス

テータス結果の下に表示される指示に従って、証明書の構成を完了します。

■ プライマリサーバーでは現在、外部 CA が発行した証明書が使用されてい
ます。このアプライアンスは、同じ外部 CA が発行した証明書で構成する必
要があります。

次の証明書プロビジョニング情報を入力します。

ホスト証明書

信頼できる証明書

プライベートキー

プライベートキーパスフレーズ (プライベートキーファイルが暗号化されてい
る場合のみ必要)
次のいずれかの CRL オプションを選択します。
証明書から CRL を使用
CRL ファイルのアップロード
CRL は使用しない
必要な情報をすべて入力した後、［次へ (Next)］をクリックします。

■ プライマリサーバーでは現在、外部 CA が発行した証明書と独自の内部証
明書が使用されています。外部 CA 発行の証明書で続行しますか?
［いいえ (No)］を選択すると、次のメッセージが表示されます。
このアプライアンスは、セキュアな通信に NetBackup 発行の証明書を使用
します。

［はい (Yes)］を選択した場合は、次の証明書プロビジョニング情報を入力し
ます。

ホスト証明書

信頼できる証明書

プライベートキー

プライベートキーパスフレーズ (プライベートキーファイルが暗号化されてい
る場合のみ必要)
次のいずれかの CRL オプションを選択します。
証明書から CRL を使用
CRL ファイルのアップロード
CRL は使用しない
必要な情報をすべて入力した後、［次へ (Next)］をクリックします。
［証明書の検証 (Certificate Verification)］ダイアログボックスが表示された
ら、［配備 (Deploy)］をクリックして CA 証明書をこのアプライアンスに配備し
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ます。必要に応じてトークンを入力し、［配備 (Deploy)］をクリックして、ホスト
ID ベースの証明書をこのアプライアンスに配備します。
必要な情報をすべて入力した後、［次へ (Next)］をクリックします。
［証明書の検証 (Certificate Verification)］ダイアログボックスが表示された
ら、［配備 (Deploy)］をクリックして CA 証明書をこのアプライアンスに配備し
ます。必要に応じてトークンを入力し、［配備 (Deploy)］をクリックして、ホスト
ID ベースの証明書をこのアプライアンスに配備します。

■ このアプライアンスは、セキュアな通信に NetBackup 発行の証明書を使用
します。

これ以上の証明書の構成は必要ありません。［次へ (Next)］をクリックして続
行します。

メモ: 役割の構成を完了すると、ストレージの初期化が開始します。システム
のディスクドライブの数によって、ストレージの初期化が完了するまでに最長

46 時間かかることがあります。その結果、アプライアンスのバックアップと復
元のパフォーマンスは、ストレージの初期化処理が完了するまで低下します。

12 ［ストレージの構成 (Storage Configuration)］ページで、使う予定のストレージユニッ
トとディスクプールの名前を作成し、ディスクパーティションのサイズを構成します。

AdvancedDisk 用、重複排除 (MSDP) 用、またはその両方用のストレージのパー
ティションを構成できます。

メモ: MSDP ストレージを構成することを選択した場合は、MSDP カタログを保護す
るためのポリシーが自動的に作成されます。このポリシーを見直し、アプライアンス

の構成後に有効にすることを推奨します。
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次の情報を入力します。

■ ポリシーのストレージユニット名 (Storage Unit Name)
このストレージユニットを識別するために使う名前を入力

します。英字、数字、特殊文字を使うことができます。名

前には最大 256 文字を含めることができます。

メモ: 名前はマイナス (-) 文字から始めることはできませ
ん。また名前にスペースを使うこともできません。

■ ディスクプール名 (Disk Pool Name)
このディスクプールを識別するために使う名前を入力し

ます。英字、数字、特殊文字を使うことができます。名前

には最大 256 文字を含めることができます。

メモ: 名前はマイナス (-) 文字から始めることはできませ
ん。また名前にスペースを使うこともできません。

■ サイズ (Size)
［サイズ (Size)］フィールドに正確な数を入力してこの
パーティションのサイズを設定するか、または灰色のス

ライドバーのボックスをクリックして目的のサイズにドラッ

グします。サイズは、利用可能な最大容量によって、GB
単位または TB 単位で設定できます。

AdvancedDisk

次の情報を入力します。

■ ポリシーのストレージユニット名 (Storage Unit Name)
このストレージユニットを識別するために使う名前を入力

します。英字、数字、特殊文字を使うことができます。名

前には最大 256 文字を含めることができます。

メモ: 名前はマイナス (-) 文字から始めることはできませ
ん。また名前にスペースを使うこともできません。

■ ディスクプール名 (Disk Pool Name)
このディスクプールを識別するために使う名前を入力し

ます。英字、数字、特殊文字を使うことができます。名前

には最大 256 文字を含めることができます。

メモ: 名前はマイナス (-) 文字から始めることはできませ
ん。また名前にスペースを使うこともできません。

■ サイズ (Size)
［サイズ (Size)］フィールドに正確な数を入力してこの
パーティションのサイズを設定するか、または灰色のス

ライドバーのボックスをクリックして目的のサイズにドラッ

グします。サイズは、利用可能な最大容量によって、GB
単位または TB 単位で設定できます。

重複排除ディスク

(Deduplication Disk (MSDP))

必要な情報をすべて入力した後、［次へ (Next)］をクリックします。
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13 ［構成の進捗状況 (Configuration Progress)］ページで、アプライアンスによって構
成ページからのすべてのデータ入力が適用される処理の進捗状況を監視できます。

構成が完了するまでの時間は、環境の複雑さによって決まります。

14 ［構成の概略 (Summary of Configuration)］ページで、構成の結果を確認します。
設定が正常に完了したことを確かめるために結果を確認します。

このページでは、発生した可能性があるエラーの特定も行います。結果にエラーが

表示されている場合は、初期構成を再実行する必要がある場合もあります。

15 設定が正常に完了した後、NetBackup のサービスが開始するまで約 10 分お待ち
ください。その後で、完全修飾ホスト名を使ってアプライアンスに再接続し、ログイン

する必要があります。

16 高可用性ソリューションの場合は、パートナーノードで初期構成を実行する前に、こ

の構成済みアプライアンス (計算ノード) で高可用性構成を設定する必要がありま
す。高可用性構成を続行して完了するには、次のタスクを記載されている順番どお

りに実行します。

p.70 の 「NetBackup 53xx の高可用性設定」 を参照してください。

p.78 の 「NetBackup 53xx 高可用性構成のパートナーノードの初期構成を実行す
る」 を参照してください。

p.85 の 「NetBackup 53xx 高可用性構成へのパートナーノードの追加」 を参照し
てください。

17 すべてのアプライアンスが構成され稼働したら、バックアップするクライアントソフト

ウェアをコンピュータにインストールする準備が完了します。

p.99 の 「NetBackup appliance からクライアントへの NetBackup クライアントパッ
ケージのダウンロード」 を参照してください。

p.101 の 「NFS 共有を介した NetBackup クライアントソフトウェアのインストール 」
を参照してください。

18 MSDP クラウドのアプライアンスを構成する場合は、次の手順を実行します。

■ 初期構成の完了後にNetBackup Appliance シェルメニューにログインし、
nbasecadmin ユーザーのデフォルトのパスワードを変更します。

■ nbasecadmin ユーザーとして NetBackup Web UI にログインし、次のように
MSDP クラウドストレージを構成します。

■ ディスクプールを作成します。

■ ストレージユニットを作成します。

詳しくは、『NetBackup Web UI 管理者ガイド』を参照してください。
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NetBackup Appliance シェルメニューを使用して
NetBackup 53xx シリーズのアプライアンスの初期構
成を実行する

このトピックでは、新規または出荷時のデフォルト (出荷時の設定) にリセットされている
NetBackup 53xx シリーズのアプライアンスの構成方法について説明します。

この方法では、アプライアンスポート NIC1 (eth0) にノートパソコンを直接接続する必要
があります。NetBackup 53xx シリーズのアプライアンスは、メディアサーバーとしてのみ
構成できます。

NetBackup Appliance リリース 4.0 以降では、初期構成プロセスで、admin、
maintenance、sysadmin (IPMI) ユーザーアカウントのデフォルトのパスワードを変更す
る必要があります。デフォルトの admin パスワードは、アプライアンスの初期ログインでの
み有効です。アプライアンスの役割を設定するために Main_Menu > Appliance コマン
ドを入力すると、デフォルトのパスワードの変更を求めるメッセージが表示されます。

リリース 3.2 以降では、外部認証局の証明書がサポートされています。この機能は、ホス
トの検証とセキュリティのために NetBackup 認証局を使用する代替手段を提供します。
この手順には、これらの証明書を配備するために必要な情報が含まれています。セキュ

リティ証明書について詳しくは、『NetBackup セキュリティおよび暗号化ガイド』の
「NetBackup の外部 CA サポート」の章を参照してください。

高可用性構成の場合、この手順を使用して、設定手順に使用するノードを設定します。

このアプライアンス (計算ノード) を設定してから高可用性構成を続行および完了する方
法について詳しくは、手順 17 を参照してください。

このメディアサーバーの初期構成を実行する前に、すでに次のタスクを完了していること

を確認してください。

■ プライマリサーバーとメディアサーバーが互換性のあるソフトウェアのバージョンであ

ることを検証済みであること。

■ プライマリサーバー上の SERVERS リストにこのメディアサーバーのホスト名を追加済
みであること。

高可用性構成の場合、設定手順に使用するノードのホスト名が追加済みであること。

■ プライマリサーバーとこのメディアサーバーの間にファイアウォールがある場合は、プ

ライマリサーバーの該当するポートが開かれていること。

■ NAT ネットワークでこのメディアサーバーを使用する場合は、必ずプライマリサーバー
の DNAT 機能を有効にし、プライマリサーバーの NAT サーバーリストにこのメディア
サーバー名を追加してください。

次のリンクには、上記のタスクの実施方法が指示されています。

p.30 の 「プライマリサーバーの構成によるアプライアンスのメディアサーバーとの通信」
を参照してください。
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NetBackup Appliance シェルメニューを使用して NetBackup 53xx メディアサーバー
アプライアンスの初期構成を実行するには

1 アプライアンスポート NIC1 にノートパソコンを接続します。次に、［ローカルエリアの
接続プロパティ (Local Area Connection Properties)］ダイアログボックスに移動し
ます。

［全般 (General)］タブで、［インターネットプロトコル (TCP/IP) (Internet Protocol
(TCP/IP))］を選択してハイライト表示し、［プロパティ (Properties)］をクリックします。

［代替の構成 (Alternate Configuration)］タブで、次のタスクを実行します。

55第 2 章 初期構成の手順
NetBackup Appliance シェルメニューを使用して NetBackup 53xx シリーズのアプライアンスの初期構成を実行する



■ ［ユーザー構成 (User Configured)］をクリックします。

■ ［IP アドレス (IP address)］に、192.168.229.nnn と入力します。nnn は 2 から
254 (233 を除く) の任意の数字です。

■ ［サブネットマスク (Subnet mask)］に、255.255.255.0 と入力します。

■ ［OK］をクリックします。

2 アプライアンスに接続しているノートパソコンで、SSH セッションを 192.168.229.233
に開きます。

3 次のようにデフォルトのクレデンシャルでアプライアンスにログオンします。

■ ［ユーザー名 (User Name)］: admin

■ ［パスワード (Password)］: P@ssw0rd

ようこそメッセージがシェルメニューに表示され、［Main_Menu］ ビューにプロンプト
が表示されます。

メモ: 初期構成の続行には、デフォルトパスワードの変更は必須ではありません。た
だし、環境のセキュリティを高めるためにパスワードを定期的に変更することをお勧

めします。現在のパスワードの記録は安全な場所に保管するように徹底してくださ

い。NetBackup Appliance シェルメニューにログインしているときにパスワードを変
更するには、Main_Menu ビューで Settings > Password と入力します。
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4 初めて設定する前に次のコマンドを入力して、接続したハードウェアコンポーネント

の状態を調べて確認します。

Support > Test Hardware

［警告 (Warning)］は後で解決できる問題を示します。この場合は、初期構成を続行
できます。ただし、このような問題により、影響を受けるデバイスにアクセスできなくな

ります。

［エラー (Error)］は、初期構成を続行する前にすぐに解決する必要のある重要な問
題を示します。

コマンド出力で問題を認識した場合には、以下の項目を調べます。

■ すべてのケーブルが正しく接続され、固定されていることを確認します。

■ すべてのディスクドライブが正しく設置され、固定されていることを確認します。

■ すべてのユニットが電源オンであり、完全に起動していることを確認します。

■ ハードウェアチェックリストの項目をすべてチェック済みであることを確認します。

■ 以前の項目を検証した後、コマンドを再実行します。警告またはエラーアイコン

が表示されなくなった場合は、問題が解決したことを示します。初期構成を開始

する前にすべての問題を解決することをお勧めします。

メモ: 上記の項目すべてを検証してコマンドを再実行しても［エラー (Error)］の問題
を解決できない場合は、そこで作業を中止してベリタスのテクニカルサポートにお問

い合わせください。
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5 Main_Menu > Network ビューで次のコマンドを入力して、アプライアンスが接続す
る単一ネットワークの IP アドレスを設定します。

Configure IPAddressNetmaskGatewayIPAddress [InterfaceNames]

ここで、IPAddress は新しい IP アドレス、Netmask はネットマスク、
GatewayIPAddress はインターフェースのデフォルトゲートウェイです。
[InterfaceNames] オプションは省略可能です。

IP Address や Gateway IP Address には、IPv4 または IPv6 アドレスを指定でき
ます。グローバルスコープと一意的ローカルの IPv6 アドレスのみが許可されます。

ただし、同じコマンド内で IPv4 と IPv6 アドレスの両方は使わないでください。たと
えば、Configure 9ffe::9 255.255.255.0 1.1.1.1. は使用できません。
Configure 9ffe::46 64 9ffe::49 eth1 を使用する必要があります。

p.13 の 「IPv4-IPv6 ベースのネットワークサポートについて」 を参照してください。

複数のネットワークを構成する場合には、追加する各ネットワークの IP アドレスを最
初に構成する必要があります。次に、追加した各ネットワークのゲートウェイアドレス

を構成します。必ずデフォルトゲートウェイアドレスを最初に追加する必要がありま

す。以下の 2 つのコマンドを使います。

ネットワークインターフェースに対して IPv4 または IPv6 ア
ドレスのどちらを構成するかに応じて、以下のコマンドのい

ずれかを使います。

各ネットワークの IP アドレスの
構成

ネットワークインターフェースの IPv4 アドレスを構成するに
は

IPv4 IPAddressNetmask [InterfaceName]

ここで、IPAddress は新しい IP アドレス、Netmask はネッ
トマスクです。[InterfaceName] は省略可能です。追
加する IP アドレスごとにこのコマンドを繰り返します。

ネットワークインターフェースの IPv6 アドレスを構成するに
は

IPv6 <IP Address> <Prefix> [InterfaceNames]

ここで、IPAddress は IPv6 アドレス、Prefix はプレフィック
ス長です。[InterfaceName] は省略可能です。
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Gateway Add GatewayIPAddress
[TargetNetworkIPAddress] [Netmask]
[InterfaceName]

ここで、GatewayIPAddress はインターフェースのゲート
ウェイです。TargetNetworkIPAddress、Netmask、
InterfaceName は省略可能です。このコマンドを繰り返
して、すべての宛先ネットワークにゲートウェイを追加しま

す。

Gateway IP Address や TargetNetworkIPAddress には、
IPv4 または IPv6 アドレスを指定できます。

ただし、同じコマンド内で IPv4 と IPv6 アドレスの両方は使
わないでください。たとえば、Gateway Add 9ffe::3
255.255.255.0 eth1 は使用できません。Gateway
Add 9ffe::3 6ffe:: 64 eth1 を使用する必要があ
ります。

追加した各ネットワークのゲート

ウェイアドレスの構成

6 ［Main_Menu］ > ［ネットワーク (Network)］ ビューで次のコマンドを使って、アプラ
イアンスの DNS ドメイン名を設定します。

メモ: DNS を使わない場合は、ステップ 9 に進んでください。

DNS Domain Name

ここで、Name はアプライアンスの新しいドメイン名です。

7 Main_Menu > Network ビューで、次のコマンドを使って DNS ネームサーバーを
アプライアンス構成に追加します。

DNS Add NameServer IPAddress

ここで、IPAddress は DNS サーバーの IP アドレスです。

アドレスは IPv4 または IPv6 のいずれかになります。グローバルスコープと一意的
ローカルの IPv6 アドレスのみが許可されます。

p.13 の 「IPv4-IPv6 ベースのネットワークサポートについて」 を参照してください。

複数の IP アドレスを追加するには、スペースを空けずに各アドレスをカンマで区切
ります。

8 Main_Menu > Network ビューで次のコマンドを使って、DNS 検索ドメインをアプラ
イアンス構成に追加し、異なるドメインにあるホスト名をアプライアンスが解決できる

ようにします。

DNS Add SearchDomain SearchDomain

ここで、SearchDomain は検索用に追加する対象ドメインです。
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9 この手順は省略可能です。ここでは、アプライアンスの hosts ファイルに、他のホス
トの IP アドレスを追加できます。

Main_Menu > Network ビューで次のコマンドを使って、ホストエントリをアプライア
ンスの hosts ファイルに追加します。

Hosts Add IPAddressFQHNShortName

ここで、IPAddress は IPv4 または IPv6 アドレス、FQHN は完全修飾ホスト名、
ShortName は短いホスト名です。

p.13 の 「IPv4-IPv6 ベースのネットワークサポートについて」 を参照してください。

10 Main_Menu > Network ビューで次のコマンドを使って、アプライアンスのホスト名
を設定します。

Hostname Set Name

Name は、このアプライアンスの短いホスト名または完全修飾ドメイン名 (FQDN) で
す。

一部の例外を除き、ホスト名はアプライアンス構成全体に適用されます。短縮名は

次の場所に常に表示されます。

■ NetBackup Appliance シェルメニュープロンプト

■ 重複排除プールカタログのバックアップポリシー

■ デフォルトのストレージユニットおよびディスクプール名

このアプライアンスが出荷時の設定にリセットされていて、以前のバックアップイメー

ジのいずれかをインポートする場合は、アプライアンスのホスト名が次のルールのい

ずれかを満たしている必要があります。

■ ホスト名は出荷時の設定へのリセット前に使われるものとまったく同じである必要

があります。

■ FQDN にホスト名を変更する場合は、出荷時の設定へのリセットの前に使われ
た短い名前を含んでいる必要があります。たとえば、「myhost」が出荷時の設定
へのリセットの前に使われた場合は、新しい FQDN として
「myhost.domainname.com」を使います。

■ 短いホスト名にホスト名を変更する場合は、出荷時の設定へのリセットの前に使

われた FQDN から得られる名前にする必要があります。たとえば、
「myhost.domainname.com」が出荷時の設定へのリセットの前に使用された場
合は、新しい短いホスト名として「myhost」を使用します。

メモ: ドメイン名のサフィックスはホスト名に付加され、初期構成が完了した後は変更
できません。後でサフィックスを変更したり、アプライアンスを別のドメインに移動した

りする必要がある場合は、最初に出荷時の設定へのリセットを実行してから、初期構

成を再度実行する必要があります。
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このステップにより、NetBackup は新しいホスト名で動作するように再構成されます。
この処理は、完了するまでにしばらく時間がかかることがあります。

Hostname set コマンドが機能するためには、少なくとも 1 つの IPv4 アドレスが必
要です。たとえば、特定のホストのホスト名を v46 に設定するとします。そのために
は、まず、その特定のホストが少なくとも 1 つの IPv4 アドレスを持つことを確認した
後、次のコマンドを実行します。

Main_Menu > Network > Hostname set v46

11 前述のネットワーク構成設定に加え、［Main_Menu］ > ［ネットワーク (Network)］
ビューを使って、アプライアンスの初期設定時に結合を作成して VLAN をタグ付け
することもできます。

■ 2 つ以上のネットワークインターフェース間に結合を作成するには、次のコマン
ドを使います。

Network > LinkAggregation Create

■ 物理インターフェースまたは結合インターフェースに VLAN をタグ付けするに
は、次のコマンドを入力します。

Network > VLAN Tag

LinkAggregation と VLAN コマンドのオプションについて詳しくは、『NetBackup
Appliance コマンドリファレンスガイド』を参照してください。

12 ［Main_Menu］ > ［ネットワーク (Network)］ ビューで次のコマンドを使って、このア
プライアンスのタイムゾーン、日付および時間を設定します。

■ 次のコマンドを入力して、タイムゾーンを設定します。

TimeZone Set

表示されたリストから該当するタイムゾーンを選択します。

■ 次のコマンドを入力して、日付と時刻を設定します。

Date Set MonthDayHHMMSSYear

ここで、Month は月の名前です。
Day は 0 から 31 までの日付です。
HHMMSS は 24 時間形式の時、分、秒です。フィールドはセミコロンで区切りま
す (HH:MM:SS)。
Year は、1970 から 2037 までの暦年です。
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13 ［Main_Menu］ > [設定 (Settings)] ビューで次のコマンドを使って、SMTP サーバー
名とアプライアンスのエラーアラート用の電子メールアドレスを入力します。

Email SMTP Add smtp [acct] [pass]

ここで、smtp は対象 SMTP サーバーのホスト名、acct は
SMTP サーバーに対する認証のアカウント名、pass は
SMTP サーバーに対する認証のパスワードです。

SMTP サーバー名の入力

Email Software Add eaddr

ここで、eaddr はアプライアンスからのエラーアラートを受信
する電子メールアドレスです。

複数アドレスを入力するには、各アドレスをセミコロンで区

切ります。

電子メールアドレスの入力

14 NAT ネットワークでこのメディアサーバーを使用する予定がある場合は、アプライア
ンスの役割を設定する前に、関連付けられたプライマリサーバーで次のタスクを実

行します。

■ プライマリサーバーで DNAT 機能を有効にします。

■ プライマリサーバーの NetBackup サーバーリストにこのメディアサーバーの名
前を追加します。

p.30 の 「プライマリサーバーの構成によるアプライアンスのメディアサーバーと
の通信」 を参照してください。

15 このメディアサーバーと組み合わせて使用するプライマリサーバーを特定します。

メモ: 続行する前に、プライマリサーバーにこのメディアサーバー名が追加されてい
ることを確認します。p.30 の 「プライマリサーバーの構成によるアプライアンスのメ
ディアサーバーとの通信」 を参照してください。

［Main_Menu］ > ［アプライアンス (Appliance)］ビューから、次のコマンドを実行しま
す。

Media PrimaryServer

デフォルトのパスワードを変更するため、次のプロンプトが表示されます。

- [Info] Default password change is required for the following

user(s): admin, maintenance, sysadmin

プロンプトのメッセージに従って、各ユーザーアカウントのパスワードを変更します。

新しいパスワードを設定する前に、次のパスワードポリシーを確認してください。

■ パスワードは少なくとも 8 文字にする必要があります。
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■ パスワードには、少なくとも 1 つの小文字 (a から z) と 1 つの数字 (0 から 9) を
含める必要があります。

■ 辞書にある言葉は弱いパスワードと見なされて受け入れられません。

■ sysadmin (IPMI) ユーザーのパスワードは、20 文字以下にする必要がありま
す。

■ 過去 7 回分のパスワードは再利用できません。以前のパスワードに類似する新
しいパスワードも使えません。

メモ: 任意のユーザーアカウントに対し、無効なパスワードを 5 回連続で入力する
と、アプライアンスは初期構成処理を自動的に中止します。初期構成プロセスを再

び開始する必要があります。

メモ: 初期構成の完了後に STIG 機能を有効にすると、ここに入力した新しいパス
ワードを、STIG パスワードポリシーの要件を満たすように変更することを求められる
場合があります。

PrimaryServer は、スタンドアロンのプライマリサーバー、マルチホームプライマリ
サーバー、またはクラスタ化されたプライマリサーバーのいずれかになります。それ

ぞれのシナリオについて以下で説明します。

この場合、1 つのプライマリサーバーホスト名になります。この名前は、アプライアンスがネッ
トワーク上のプライマリサーバーを認識できる場合は、完全修飾名である必要はありません。

コマンドの表示例を次に示します。

Media PrimaryServerName

スタンドアロンのプライマリサー

バー

この場合、プライマリサーバーに複数のホスト名が関連付けられています。ホスト名の区切り

文字としてカンマを使用してください。コマンドの表示例を次に示します。

Media PrimaryNet1Name,PrimaryNet2Name

マルチホームプライマリサー

バー

この場合、プライマリサーバーはクラスタ内にあります。ベリタスは、クラスタ名、クラスタのアク

ティブノード、クラスタのパッシブノードの順で記述することをお勧めします。このリストでは、

カンマを使ってノード名を区切ります。コマンドの表示例を次に示します。

Media PrimaryClusterName,ActiveNodeName,PassiveNodeName

クラスタ化されたプライマリサー

バー

63第 2 章 初期構成の手順
NetBackup Appliance シェルメニューを使用して NetBackup 53xx シリーズのアプライアンスの初期構成を実行する



この場合、プライマリサーバーはクラスタ内にあり、複数のホスト名が関連付けられています。

ベリタスは、クラスタ名、クラスタのアクティブノード、クラスタのパッシブノードの順で記述する

ことをお勧めします。このリストでは、カンマを使ってノード名を区切ります。コマンドの表示例

を次に示します。

Media PrimaryClusterName,ActiveNodeName,

PassiveNodeName,PrimaryNet1Name,PrimaryNet2Name

アプライアンスの役割を設定するときに、今後問題が起こらないようにするため、関連付けら

れているすべてのプライマリサーバー名を指定することをお勧めします。

クラスタ化されたマルチホーム

プライマリサーバー
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証明書のプロビジョニング

証明書失効リスト (CRL)
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プライマリサーバー名の入力後、アプライアンスは、認証局 (CA) ステータスのプライマリサー
バーに ping を実行し、結果を表示します。次の箇条書き項目はそれぞれ、表示される可能
性のあるステータス結果を示しています。該当するステータス結果の下に表示される指示に

従って、証明書の構成を完了します。

プライマリサーバーに有効な外部 CA が署名した証明書がある場合は、次のように表示され
ます。

■ The primary server <primary_server_name> has an enabled
External CA-signed certificate. Do you want to import the
External CA-signed certificate for this Media server now
[yes,no](yes):

Enter を押して続行します。次のメッセージが表示されます。
The following shares have been opened on the appliance for
you to upload certificate files:

NFS 共有 <media_server_name>:/inst/share

CIFS 共有 ¥¥<media_server_name>¥general_share

外部証明書の構成については、次の詳細を入力します。

Enter the certificate file path:

Enter the trust store file path:

Enter the private key path:

Enter the password for the passphrase file path or skip
security configuration (default: NONE):

CRL の使用については、次の詳細を入力します。
Should a CRL be honored for the external certificate?

1) Use the CRL defined in the certificate.

2) Use the specific CRL directory.

3) Do not use a CRL.

q) Skip security configuration.

CRL option: 1、2、3、または q と入力します。
入力した外部 CA の詳細を確認します。
Certificate file name:

Trust store file name:

Private key file name:

CRL check level: (選択した CRL オプションを表示します)
Do you want to use the above certificate files? [yes,
no](yes):

入力した情報が正しいことを確認したら、Enter を押して続行し、次のプロンプトに答え
ます。

Is this correct? [yes, no](yes):

すべての情報が正しい場合は、Enter キーを押して続行します。
アプライアンスは ECA ヘルスチェックを実行し、各検証チェックの結果を表示します。ヘ
ルスチェックが正常に完了すると、次のメッセージが表示されます。

ECA health check was successful.
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The external certificate has been registered successfully.

■ The primary server <primary_server_name> currently uses an
external CA issued certificate and its own internal
certificate. Would you like to proceed with the external CA
issued certificate? [yes,no](yes):

［いいえ (no)］を選択すると、次のメッセージが表示されます。
This appliance will use a NetBackup issued certificate for
secure communication.

［はい (yes)］を選択した場合は、外部証明書の構成について次の詳細を入力します。
Enter the certificate file path:

Enter the trust store file path:

Enter the private key path:

Enter the password for the passphrase file path or skip
security configuration (default: NONE):

CRL の使用については、次の詳細を入力します。
Should a CRL be honored for the external certificate?

1) Use the CRL defined in the certificate.

2) Use the specific CRL directory.

3) Do not use a CRL.

q) Skip security configuration.

CRL option: 1、2、3、または q と入力します。
入力した外部 CA の詳細を確認します。
Certificate file name:

Trust store file name:

Private key file name:

CRL check level: (選択した CRL オプションを表示します)
Do you want to use the above certificate files? [yes,
no](yes):

入力した情報が正しいことを確認したら、Enter を押して続行し、次のプロンプトに答え
ます。

Is this correct? [yes, no](yes):

すべての情報が正しい場合は、Enter キーを押して続行します。
アプライアンスは ECA ヘルスチェックを実行し、各検証チェックの結果を表示します。ヘ
ルスチェックが正常に完了すると、次のメッセージが表示されます。

ECA health check was successful.

The external certificate has been registered successfully.
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■ このアプライアンスは、セキュアな通信に外部証明書を使用します。

プライマリサーバーで外部 CA が署名した証明書が無効になっている場合は、次のよう
に表示されます。

The primary server <server_name> has a disabled External
CA-signed certificate. Trust the certificate to continue the
role configuration process.

Do you trust the certificate? [yes, no], If you select yes,
this appliance will continue to do storage configuration. If
you select no, the role configuration will be aborted.

■ This appliance will use a NetBackup issued certificate for
secure communication.

これ以上の証明書の構成は必要ありません。［次へ (Next)］をクリックして続行します。

セキュリティ証明書について詳しくは、『NetBackup セキュリティおよび暗号化ガイ
ド』の「NetBackup のセキュリティ証明書」の章を参照してください。

メモ: プライマリサーバーのホスト名が FQDN の場合は、Veritasは FQDN を使用
してメディアサーバーのプライマリサーバーを指定することをお勧めします。

メモ: 役割の構成を完了すると、ストレージの初期化が開始します。システムのディ
スクドライブの数によってはストレージの初期化が完了するまでに最長 46 時間かか
ることがあります。その結果、アプライアンスのバックアップと復元のパフォーマンス

は、ストレージの初期化処理が完了するまで低下します。

16 ストレージの初期化処理を開始すると、AdvancedDisk と重複排除 (MSDP) のパー
ティションについてディスクストレージのプロンプトが表示されます。

ストレージパーティションを構成するには、次を実行する必要があります。

■ ストレージプールのサイズを GB または TB 単位で入力します。
ストレージプールサイズの構成をスキップするパーティションがある場合は、サイ

ズの入力を求められたときに 0 を入力します。ストレージプールを現在のサイズ
に保持するには、Enter を押します。

■ ディスクプール名を入力します。

デフォルトの名前は、AdvancedDisk の場合は dp_adv_<hostname>、重複排
除 (MSDP) の場合は dp_disk_<hostname> です。デフォルト名を保持するに
は、Enter を押します。

■ ストレージプール名を入力します。

デフォルトの名前は、AdvancedDisk の場合は stu_adv_<hostname>、重複排
除 (MSDP) の場合は stu_disk_<hostname> です。デフォルト名を保持するに
は、Enter を押します。
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ストレージのプロンプトが次の順序で表示されます。

AdvancedDisk partition size in GB/TB: (1 GB)

AdvancedDisk diskpool name:

AdvancedDisk storage unit name:

MSDP partition size in GB/TB: (5 GB)

MSDP diskpool name:

MSDP storage unit name:

MSDP Catalog partition size in GB/TB:

ストレージパーティションの構成後、ストレージの構成の概略が次のプロンプトととも

に表示されます。

Do you want to make changes to the storage configuration

shown above? [yes,no]:

変更を実行する場合は yes、現在の構成を保持する場合は no と入力します。

17 高可用性ソリューションの場合は、パートナーノードで初期構成を実行する前に、こ

の構成済みアプライアンス (計算ノード) で高可用性構成を設定する必要がありま
す。高可用性構成を続行して完了するには、次のタスクを記載されている順番どお

りに実行します。

p.70 の 「NetBackup 53xx の高可用性設定」 を参照してください。

p.78 の 「NetBackup 53xx 高可用性構成のパートナーノードの初期構成を実行す
る」 を参照してください。

p.85 の 「NetBackup 53xx 高可用性構成へのパートナーノードの追加」 を参照し
てください。

18 すべてのアプライアンスが構成され稼働したら、バックアップするクライアントソフト

ウェアをコンピュータにインストールする準備が完了します。

p.99 の 「NetBackup appliance からクライアントへの NetBackup クライアントパッ
ケージのダウンロード」 を参照してください。

p.101 の 「NFS 共有を介した NetBackup クライアントソフトウェアのインストール 」
を参照してください。

19 MSDP クラウドのアプライアンスを構成する場合は、nbasecadmin ユーザーとして
NetBackup Web UI にログインし、次のように MSDP クラウドストレージを構成しま
す。

■ ディスクプールを作成します。

■ ストレージユニットを作成します。

詳しくは、『NetBackup Web UI 管理者ガイド』を参照してください。
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NetBackup 53xx の高可用性設定
NetBackup Appliance Web コンソールまたは NetBackup Appliance シェルメニューを
使用すると、高可用性 (HA) を設定できます。

メモ: Copilot 機能は、HA 設定を構成すると利用できなくなります。

メモ: NetBackup 5350 Appliance は、HA 設定での使用はサポートされていません。

HA 設定を作成する前に、次の情報を確認します。

■ この手順では、最初に構成されるノードのホスト名と IP アドレスが昇格され、HA 設定
用の仮想ホスト名と IP アドレスになります。この昇格では、最初のノードに新しいホス
ト名と新しい IP アドレスを割り当てる必要があります。HA 設定を作成する前に、まず
関連付けられているプライマリサーバーの［ホスト名マッピング (Host Name
Mappings)］プロパティに新しいホスト名を追加する必要があります。

■ 適切な CA 証明書を最初のノードに再配備します。
最初のノードのホスト名と IP アドレスを変更した後、必要な CA 証明書をノードに再
配備する必要があります。この手順には、これらの証明書を配備するために必要な情

報が含まれています。

メモ: HA 設定中の外部 CA 配備は、NetBackup Appliance シェルメニューを介して
のみサポートされます。

■ NetBackup クライアントを使用して NetBackup ジョブを管理する場合、クライアント
の bp.conf ファイルに次の情報を追加します。

■ HA 設定の仮想ホスト名

■ 最初のノードのホスト名

■ パートナーノードのホスト名

■ 最初のノードの eth2 ポートと eth3 ポートでネットワークが結合されている場合は、こ
の結合を削除します。

注意: HA 設定が完了すると、出荷時の設定にリセットするまでノードのホスト名を変更で
きません。
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メモ: HA 用の既存の 53xx Appliance を変換している場合、HA 設定の構成が失敗し、
次のエラーメッセージが報告されることがあります: [エラー] V-409-955-4011: MSDP ディ
スクサービスの作成に失敗しました。テクニカルノート 000127738 を参照してください。
この問題が発生した場合、テクニカルノート 000127738 は参照しないでください。これ
は、新しい 53xx Appliance で発生した HA 設定の障害にのみ適用されるためです。代
わりに、ベリタスのサポートに連絡し、担当者に 100044266 を参照するよう連絡して問題
の解決に役立ててください。

NetBackup Appliance Web コンソールから HA を設定するには

メモ: 外部 CA 証明書を配備する必要がある場合は、次の手順に記載されているとおり、
NetBackup Appliance シェルメニューから HA 設定を構成する必要があります。

1 関連付けられているプライマリサーバーで NetBackup 管理コンソールにログイン
し、［ホスト名マッピング (Host Name Mappings)］プロパティに、1 台目の構成済み
ノードの新しいホスト名を追加します。短縮名と完全修飾ドメイン名 (FQDN) の両方
を追加する必要があります。

詳しくは、『NetBackup セキュリティおよび暗号化ガイド』の「ホスト ID からホスト名へ
のマッピング」セクションを参照してください。

2 最初の構成済みノードで、admin として NetBackup Appliance Web コンソールに
ログオンします。

3 ［Veritas NetBackup Appliance Web コンソールへようこそ (Welcome to Veritas
NetBackup Appliance Web Console)］ページで、［管理 (Manage)］、［高可用性
(High Availability)］をクリックします。

4 ［高可用性 (High Availability)］ページで、［設定 (Setup)］をクリックします。

5 ［高可用性 (High Availability)］、［設定 (Setup)］ページで、次の操作を実行します。
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■ このノードの新しいホスト名を入力します。

■ このノードの新しい IP アドレスを入力します。

■ 新しいホスト名と IP アドレスを /etc/hosts ファイルに追加するには、［hosts
ファイルエントリを自動作成 (Make a hosts file entry automatically)］チェック
ボックスにチェックマークを付けます。

■ ［設定 (Setup)］をクリックします。
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6 ［設定 (Setup)］ウィンドウで事前チェックがパスしたことを示すメッセージが表示され
たら、［続行 (Continue)］をクリックします。
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7 ［設定 (Setup)］ウィンドウが更新され、ノードが HA 用に設定されていることを示す
メッセージが表示されたら、［閉じる (Close)］をクリックします。

8 ホスト名と IP アドレスを変更した後、このノードとプライマリサーバーで NetBackup
サービスを再起動し、その変更と HA 設定が認識されることを確認します。

NetBackup Appliance シェルメニューを使用して NetBackup 53xx HA 構成を設定
するには

1 関連付けられているプライマリサーバーで NetBackup 管理コンソールにログイン
し、［ホスト名マッピング (Host Name Mappings)］プロパティに、1 台目の構成済み
ノードの新しいホスト名を追加します。短縮名と完全修飾ドメイン名 (FQDN) の両方
を追加する必要があります。

詳しくは、『NetBackup セキュリティおよび暗号化ガイド』の「ホスト ID からホスト名へ
のマッピング」セクションを参照してください。

2 最初の構成済みノードで、admin として NetBackup Appliance シェルメニューにロ
グオンします。

3 Main > Manage > HighAvailability に進みます。

74第 2 章 初期構成の手順
NetBackup 53xx の高可用性設定



4 次のコマンドを使用して構成済みノードに新しいホスト名と IP アドレスを割り当てま
す。

Setup NewHostnameNewIPAddress

NewHostname はノードの新しいホスト名、NewIPAddress はノードの新しい IP ア
ドレスを示します。

5 最初のノードのホスト名と IP アドレスを変更した後、必要な CA 証明書を再配備す
る必要があります。

アプライアンスは、認証局 (CA) ステータスのプライマリに ping を実行し、結果を表
示します。次の箇条書き項目はそれぞれ、表示される可能性のあるステータス結果

を示しています。該当するステータス結果の下に表示される指示に従って、証明書

の構成を完了します。

■ The primary server <primary_server_name> currently uses an

External CA-signed certificate. You are required to configure

this appliance with a certificate issued by the same external

CA. Do you want to import the External CA-signed certificate

for this Media server now [yes,no](yes):

Enter を押して続行します。次のメッセージが表示されます。
To configure the HA setup, the External CA-signed certificate

must include the vip hostname and FQDN DNS information in the

Subject Alternative Name.

The following shares have been opened on the appliance for you

to upload certificate files:

NFS 共有 <media_server_name>:/inst/share

CIFS 共有 ¥¥<media_server_name>¥general_share

外部証明書の構成については、次の詳細を入力します。

Enter the certificate file path:

Enter the trust store file path:

Enter the private key path:

Enter the password for the passphrase file path or skip

security configuration (default: NONE):

CRL の使用については、次の詳細を入力します。
Should a CRL be honored for the external certificate?

1) Use the CRL defined in the certificate.

2) Use the specific CRL directory.

3) Do not use a CRL.

q) Skip security configuration.

CRL option: 1、2、3、または q と入力します。
Verify the External CA details that you entered:
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Certificate file name:

Trust store file name:

Private key file name:

CRL check level: (選択した CRL オプションを表示します)
Do you want to use the above certificate files? [yes, no](yes):

入力した情報が正しいことを確認したら、Enter を押して続行し、次のプロンプト
に答えます。

Is this correct? [yes, no](yes):

すべての情報が正しい場合は、Enter キーを押して続行します。
アプライアンスは ECA ヘルスチェックを実行し、各検証チェックの結果を表示し
ます。ヘルスチェックが正常に完了すると、次のメッセージが表示されます。

ECA health check was successful.

The external certificate has been registered successfully.

■ The primary server <primary_server_name> currently uses an

external CA issued certificate and its own internal

certificate. Would you like to proceed with the external CA

issued certificate? [yes,no](yes):

［いいえ (no)］を選択すると、次のメッセージが表示されます。
This appliance will use a NetBackup issued certificate for

secure communication.

［はい (yes)］を選択すると、次のメッセージが表示されます。
To configure the HA setup, the External CA-signed certificate

must include the vip hostname and FQDN DNS information in the

Subject Alternative Name.

The following shares have been opened on the appliance for you

to upload certificate files:

NFS 共有 <media_server_name>:/inst/share

CIFS 共有 ¥¥<media_server_name>¥general_share

外部証明書の構成については、次の詳細を入力します。

Enter the certificate file path:

Enter the trust store file path:

Enter the private key path:

Enter the password for the passphrase file path or skip

security configuration (default: NONE):

CRL の使用については、次の詳細を入力します。
Should a CRL be honored for the external certificate?

1) Use the CRL defined in the certificate.

2) Use the specific CRL directory.

3) Do not use a CRL.
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q) Skip security configuration.

CRL option: 1、2、3、または q と入力します。
入力した外部 CA の詳細を確認します。
Certificate file name:

Trust store file name:

Private key file name:

CRL check level: (選択した CRL オプションを表示します)
Do you want to use the above certificate files? [yes, no](yes):

入力した情報が正しいことを確認したら、Enter を押して続行し、次のプロンプト
に答えます。

Is this correct? [yes, no](yes):

すべての情報が正しい場合は、Enter キーを押して続行します。
アプライアンスは ECA ヘルスチェックを実行し、各検証チェックの結果を表示し
ます。ヘルスチェックが正常に完了すると、次のメッセージが表示されます。

ECA health check was successful.

The external certificate has been registered successfully.

■ This appliance will use a NetBackup issued certificate for

secure communication.

これ以上の証明書の構成は必要ありません。［次へ (Next)］をクリックして続行し
ます。

6 ホスト名と IP アドレスを変更した後、このノードとプライマリサーバーで NetBackup
サービスを再起動し、その変更と HA 設定が認識されることを確認します。

ノードを設定すると、ノードの新しいネットワーク情報がプライマリサーバー上の追加サー

バーリストに自動的に追加されます。

次の手順

HA 設定を完了するには、次の手順を記載されている順番どおりに実行します。

■ パートナーノードで初期構成を実行します。

p.78 の 「NetBackup 53xx 高可用性構成のパートナーノードの初期構成を実行す
る」 を参照してください。

■ NetBackup 管理コンソールで、高可用性構成にパートナーノードを追加して HA 設
定のすべてのホスト名マッピングを承認します。

p.85 の 「NetBackup 53xx 高可用性構成へのパートナーノードの追加」 を参照して
ください。

すべてのホスト名マッピングを承認する必要があります。承認されないと、切り替え後

に MSDP サービスがオンラインになりません。参照の手順には、ホスト名マッピング
の承認方法を説明した手順が含まれています。
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ホスト名マッピングについて詳しくは、『NetBackup セキュリティおよび暗号化ガイド』
の「ホスト ID からホスト名へのマッピング」セクションを参照してください。

NetBackup 53xx 高可用性構成のパートナーノードの
初期構成を実行する

パートナーノードは、高可用性 (HA) 構成で使用するもう一つの 53xx 計算ノードです。
構成する必要があるのは、パートナーノードのネットワーク設定およびタイムゾーン情報

のみです。

パートナーノードを構成するには

1 パートナーノードの NIC1 ポートにノートパソコンを接続します。次に、［ローカルエリ
アの接続プロパティ］ダイアログボックスに移動します。

［全般 (General)］タブで、［インターネットプロトコル (TCP/IP) (Internet Protocol
(TCP/IP))］を選択してハイライト表示し、［プロパティ (Properties)］をクリックします。

［代替の構成 (Alternate Configuration)］タブで、次のタスクを実行します。
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■ ［ユーザー構成 (User Configured)］をクリックします。

■ ［IP アドレス (IP address)］に、192.168.229.nnn と入力します。nnn は 2 から
254 (233 を除く) の任意の数字です。

■ ［サブネットマスク (Subnet mask)］に 255.255.255.0 と入力して［OK］をクリック
します。

2 パートナーノードに接続しているノートパソコンで、SSH セッションを 192.168.229.233
に開きます。

3 次のようにデフォルトのクレデンシャルでパートナーノードにログオンします。

■ ［ユーザー名 (User Name)］: admin

■ ［パスワード (Password)］: P@ssw0rd

ようこそメッセージがシェルメニューに表示され、［Main_Menu］ ビューにプロンプト
が表示されます。

メモ: 初期構成の続行には、デフォルトパスワードの変更は必須ではありません。た
だし、環境のセキュリティを高めるためにパスワードを定期的に変更することをお勧

めします。現在のパスワードの記録は安全な場所に保管するように徹底してくださ

い。NetBackup Appliance シェルメニューにログインしているときにパスワードを変
更するには、Main_Menu ビューで Settings > Password と入力します。
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4 初めて設定する前に次のコマンドを入力して、接続したハードウェアコンポーネント

の状態を調べて確認します。

Support > Test Hardware

［警告 (Warning)］は後で解決できる問題を示します。この場合は、初期構成を続行
できます。ただし、このような問題により、影響を受けるデバイスにアクセスできなくな

ります。

［エラー (Error)］は、初期構成を続行する前にすぐに解決する必要のある重要な問
題を示します。

コマンド出力で問題を認識した場合には、以下の項目を調べます。

■ すべてのケーブルが正しく接続され、固定されていることを確認します。

■ すべてのディスクドライブが正しく設置され、固定されていることを確認します。

■ すべてのユニットが電源オンであり、完全に起動していることを確認します。

■ ハードウェアチェックリストの項目をすべてチェック済みであることを確認します。

■ 以前の項目を検証した後、コマンドを再実行します。警告アイコンまたはエラー

アイコンが表示されなくなった場合は、問題が解決したことを示します。初期構

成を開始する前にすべての問題を解決することをお勧めします。

メモ: 上記の項目すべてを検証してコマンドを再実行しても［エラー (Error)］の問題
を解決できない場合は、そこで作業を中止してベリタスのテクニカルサポートに問い

合わせてください。
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5 Main_Menu > Network ビューで次のコマンドを入力して、パートナーノードが接続
する単一ネットワークの IP アドレスを設定します。

Configure IPAddressNetmaskGatewayIPAddress[[InterfaceName]]

ここで、IPAddress は新しい IP アドレス、Netmask はネットマスク、
GatewayIPAddress はインターフェースのデフォルトゲートウェイです。
[[InterfaceName]] オプションは省略可能です。

IPAddress または GatewayIPAddress には IPv4 または IPv6 アドレスを指定でき
ます。グローバルスコープと一意的ローカルの IPv6 アドレスのみが許可されます。

ただし、同じコマンド内で IPv4 と IPv6 アドレスの両方は使わないでください。たと
えば、Configure 9ffe::9 255.255.255.0 1.1.1.1. は使用できません。
Configure 9ffe::46 64 9ffe::49 eth1 を使用する必要があります。

p.13 の 「IPv4-IPv6 ベースのネットワークサポートについて」 を参照してください。

複数のネットワークを構成する場合には、追加する各ネットワークの IP アドレスを最
初に構成する必要があります。次に、追加した各ネットワークのゲートウェイアドレス

を構成します。必ずデフォルトゲートウェイアドレスを最初に追加する必要がありま

す。以下の 2 つのコマンドを使います。

ネットワークインターフェースに対して IPv4 または IPv6 ア
ドレスのどちらを構成するかに応じて、以下のコマンドのい

ずれかを使います。

各ネットワークの IP アドレスの
構成

ネットワークインターフェースの IPv4 アドレスを構成するに
は

IPv4 IPAddressNetmask [InterfaceName]

ここで、IPAddress は新しい IP アドレス、Netmask はネッ
トマスクです。[InterfaceName] は省略可能です。追
加する IP アドレスごとにこのコマンドを繰り返します。

ネットワークインターフェースの IPv6 アドレスを構成するに
は

IPv6 <IP Address> <Prefix> [InterfaceNames]

ここで、IPAddress は IPv6 アドレス、Prefix はプレフィック
ス長です。[InterfaceName] は省略可能です。
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Gateway Add GatewayIPAddress
[TargetNetworkIPAddress] [Netmask]
[InterfaceName]

ここで、GatewayIPAddress はインターフェースのゲート
ウェイです。TargetNetworkIPAddress、Netmask、
InterfaceName は省略可能です。このコマンドを繰り返
して、すべての宛先ネットワークにゲートウェイを追加しま

す。

Gateway IP Address や TargetNetworkIPAddress には、
IPv4 または IPv6 アドレスを指定できます。

ただし、同じコマンド内で IPv4 と IPv6 アドレスの両方は使
わないでください。たとえば、Gateway Add 9ffe::3
255.255.255.0 eth1 は使用できません。Gateway
Add 6ffe::3 6ffe:: 64 eth1 を使用する必要があ
ります。

追加した各ネットワークのゲート

ウェイアドレスの構成

6 Main_Menu > Network ビューで次のコマンドを入力して、パートナーノードの DNS
を設定します。

メモ: DNS を使わない場合は、ステップ 9 に進んでください。

DNS Domain Name

ここで、Name はパートナーノードのドメイン名です。

7 Main_Menu > Network ビューで次のコマンドを入力して、パートナーノードの構成
に DNS ネームサーバーを追加します。

DNS Add NameServer IPAddress

ここで、IPAddress は DNS サーバーの IP アドレスです。

アドレスは IPv4 または IPv6 のいずれかになります。グローバルスコープと一意的
ローカルの IPv6 アドレスのみが許可されます。

p.13 の 「IPv4-IPv6 ベースのネットワークサポートについて」 を参照してください。

複数の IP アドレスを追加するには、スペースを空けずに各アドレスをカンマで区切
ります。

8 Main_Menu > Network ビューで次のコマンドを使って、DNS 検索ドメインをパート
ナーノード構成に追加し、異なるドメインにあるホスト名をパートナーノードが解決で

きるようにします。

DNS Add SearchDomain SearchDomain

ここで、SearchDomain は検索用に追加する対象ドメインです。
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9 この手順は省略可能です。hosts ファイルに他のホストの IP アドレスを追加する場
合のみ続行します。それ以外の場合は、次の手順にスキップします。

Main_Menu > Network ビューで次のコマンドを入力して、ホストエントリをパート
ナーノードの hosts ファイルに追加します。

Hosts Add IPAddressFQHNShortName

ここで、IPAddress は IPv4 または IPv6 アドレス、FQHN は完全修飾ホスト名、
ShortName は短いホスト名です。

p.13 の 「IPv4-IPv6 ベースのネットワークサポートについて」 を参照してください。

10 Main_Menu > Network ビューで次のコマンドを入力して、パートナーノードのホス
ト名を設定します。

Hostname Set Name

ここで、Name はパートナーノードの短いホスト名または完全修飾ドメイン名 (FQDN)
です。

一部の例外を除き、ホスト名は構成全体に適用されます。短縮名は次の場所に常

に表示されます。

■ NetBackup Appliance シェルメニュープロンプト

■ 重複排除プールカタログのバックアップポリシー

■ デフォルトのストレージユニットおよびディスクプール名

このノードが出荷時の設定にリセットされていて、以前のバックアップイメージのいず

れかをインポートする場合は、ノードのホスト名が次のルールのいずれかを満たして

いる必要があります。

■ ホスト名は出荷時の設定へのリセット前に使われるものとまったく同じである必要

があります。

■ FQDN にホスト名を変更する場合は、出荷時の設定へのリセットの前に使われ
た短い名前を含んでいる必要があります。たとえば、「myhost」が出荷時の設定
へのリセットの前に使われた場合は、新しい FQDN として
「myhost.domainname.com」を使います。

■ 短いホスト名にホスト名を変更する場合は、出荷時の設定へのリセットの前に使

われた FQDN から得られる名前にする必要があります。たとえば、
「myhost.domainname.com」が出荷時の設定へのリセットの前に使われた場合
は、新しい短いホスト名として「myhost」を使います。

メモ: ホスト名は初期構成セッションの間のみ設定することができます。初期構成が
正常に完了した後、パートナーノードで出荷時の設定にリセットすると初期構成を再

入力できます。詳しくは、『NetBackup appliance 管理者ガイド』を参照してくださ
い。
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このステップにより、NetBackup は新しいホスト名で動作するように再構成されます。
この処理は、完了するまでにしばらく時間がかかることがあります。

Hostname set コマンドが機能するためには、少なくとも 1 つの IPv4 アドレスが必
要です。たとえば、特定のホストのホスト名を v46 に設定するとします。そのために
は、まず、その特定のホストが少なくとも 1 つの IPv4 アドレスを持つことを確認した
後、次のコマンドを実行します。

Main_Menu > Network > Hostname set v46

11 Main_Menu > Network ビューで次のコマンドを使って、このパートナーノードのタ
イムゾーン、日付、および時間を設定します。

■ 次のコマンドを入力して、タイムゾーンを設定します。

TimeZone Set

表示されたリストから該当するタイムゾーンを選択します。

■ 次のコマンドを入力して、日付と時刻を設定します。

Date Set MonthDayHHMMSSYear

ここで、Month は月の名前です。
Day は 0 から 31 までの日付です。
HHMMSS は 24 時間形式の時、分、秒です。フィールドはセミコロンで区切りま
す (HH:MM:SS)。
Year は、1970 から 2037 までの暦年です。

Veritas HA 構成の既存のノードと同じ日付と時刻を設定することを推奨します。

12 両方のノードが適切に通信し、ストレージアレイを検出できるように、パートナーノー

ドを HA 構成に追加する前に次のタスクを実行してください。

■ 次のコマンドを実行して、パートナーノードを再ブートします。

Support > Reboot

■ 最初の構成済みの計算ノードで次のコマンドを実行し、完了するまで待機しま

す。

Manage > Storage > Scan

■ パートナーノードで次のコマンドを実行し、完了するまで待機します。

Manage > Storage > Scan

13 HA 設定にパートナーノードを追加します。

p.85 の 「NetBackup 53xx 高可用性構成へのパートナーノードの追加」 を参照してくだ
さい。
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NetBackup 53xx 高可用性構成へのパートナーノード
の追加

パートナーノードを構成したら、この手順を使用して、次のように HA 設定を完了します。

■ HA 設定にパートナーノードを追加する
NetBackup Appliance Web コンソールまたは NetBackup Appliance シェルメニュー
を使用してパートナーノードを追加します。

■ ホスト名マッピングを承認する

リリース 3.1.2 以降では、HA 設定を完了するため、関連付けられているプライマリ
サーバーの NetBackup 管理コンソールで、すべてのホスト名マッピングを承認する
必要があります。マッピングが承認されないと、切り替え後に MSDP サービスがオン
ラインになりません。各手順の最後の手順では、マッピングを承認する方法について

説明します。

■ 適切な CA 証明書をパートナーノードに配備します。
NetBackup Appliance リリース 3.2 では、外部認証局証明書のサポートを導入しま
した。この機能は、ホストの検証とセキュリティのために NetBackup 認証局を使用す
る代替手段を提供します。この手順には、これらの証明書を配備するために必要な

情報が含まれています。セキュリティ証明書について詳しくは、『NetBackup セキュリ
ティおよび暗号化ガイド』の「NetBackup の外部 CA サポート」の章を参照してくださ
い。

メモ: パートナーノードでの外部 CA 配備は、NetBackup Appliance シェルメニュー
を介してのみサポートされます。

■ リリース 4.0 以降では、admin、maintenance、sysadmin (IPMI) ユーザーアカウント
のデフォルトのパスワードを変更する必要があります。この手順を実行する前に、パー

トナーノードでこれらのユーザーアカウントのパスワードが変更されていない場合、手

順を示すメッセージが表示されます。

パートナーノードを追加すると、パートナーノードのネットワーク情報がプライマリサーバー

上の追加サーバーリストに自動的に追加されます。HA 設定の各ノードのファームウェア
と共有プライマリストレージシェルフは、同じ資産タグで自動的に接続されます。

警告: HA 設定が完了したら、2 台のノードの時刻と日付の設定は変更しないでください。

NetBackup プロセスが実行中であることの確認
パートナーノードを追加してアプライアンスの HA 設定を完了する前に、まずすべての
NetBackup プロセスがプライマリサーバーと両方の HA ノードで実行されていることを確
認する必要があります。
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■ プライマリサーバー

プライマリサーバーがアプライアンスの場合は、アプライアンスのシェルメニューにロ

グインし、次のコマンドを入力します。

Support > Processes > NetBackup Show

プライマリサーバーがアプライアンスでない場合は、NetBackup のコマンドラインにロ
グインし、次のコマンドを入力します。

/usr/openv/netbackup/bin/goodies/netbackup show

■ メディアサーバーノード

計算ノードと追加するパートナーノードで、アプライアンスのシェルメニューにログイン

し、次のコマンドを入力します。

Support > Processes > NetBackup Show

プライマリサーバーまたはノードでプロセスが実行されていない場合、パートナーノードを

追加できません。このエラーを防ぐには、すべての NetBackup プロセスを停止してから、
次の手順で再起動する必要があります。

■ NetBackup プロセスの停止
プライマリサーバーアプライアンスと両方のアプライアンスノードで、次のコマンドを入

力します。

Support > Processes > NetBackup Stop

プライマリサーバーがアプライアンスではない場合は、次のコマンドを入力します。

/usr/openv/netbackup/bin/goodies/netbackup stop

すべてのプロセスが停止したことを確認するために、次のコマンドを入力します。

/usr/openv/netbackup/bin/bpps -x

まだ実行中のプロセス (nbftsrvr/nbfdrv64 を除く) がある場合は、stop コマンドを
再入力します。

/usr/openv/netbackup/bin/goodies/netbackup stop

nbftsrvr/nbfdrv64 プロセスを停止するには、次のコマンドを入力します。
/usr/openv/netbackup/bin/goodies/nbftserver stop

メモ: このプロセスはすぐには停止しない場合があります。コマンドの結果にプロセス
が停止したと表示されるまで待機してください。

■ NetBackup プロセスの再起動
プライマリサーバーアプライアンスと両方のアプライアンスノードで、次のコマンドを入

力します。

Support > Processes > NetBackup Start

プライマリサーバーがアプライアンスでない場合は、次のコマンドをこの順番で入力し

ます。

/usr/openv/netbackup/bin/goodies/netbackup start
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/usr/openv/netbackup/bin/goodies/nbftserver start

パートナーノードの追加

次のいずれかの手順を使用して、パートナーノードを HA 設定に追加します。

NetBackup Appliance Web コンソールを使用してパートナーノードを追加するには

メモ: 外部 CA 証明書を配備する必要がある場合は、次の手順に記載されているとおり、
NetBackup Appliance シェルメニューからパートナーノードを追加する必要があります。

1 HA 構成の設定に使用したノードで、NetBackup Appliance Web コンソールに
admin としてログオンします。

2 ［Veritas NetBackup Appliance Web コンソールへようこそ (Welcome to Veritas
NetBackup Appliance Web Console)］ページで、［管理 (Manage)］、［高可用性
(High Availability)］をクリックします。

3 ［高可用性 (High Availability)］ページで、HA 構成の現在の状態が未完了と識別
されます。［パートナーの追加 (Add Partner)］をクリックします。
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4 ［パートナーノードの追加 (Add Partner Node)］ダイアログボックスで、パートナー
ノードの構成済みのホスト名を入力し、［追加 (Add)］をクリックします。

5 指紋値が一致した場合は、［次へ (Next)］をクリックします。
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6 パートナーノードの admin ユーザーのパスワードを入力し、［次へ (Next)］をクリック
します。「続行しますか? (Do you want to continue?)」というメッセージが表示され
たら、［続行 (Continue)］をクリックします。

7 追加するパートナーノードに依然として admin、maintenance、sysadmin (IPMI)
ユーザーアカウントのデフォルトのパスワードが含まれている場合は、パスワードの

変更を求めるメッセージに従います。
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8 ［証明書の検証 (Certificate Verification)］ダイアログボックスが表示される場合、認
証トークンまたは再発行トークンを入力し、［証明書の配備 (Deploy Certificate)］を
クリックします。

9 プロセスが成功したことを示すメッセージが表示されたら、［閉じる (Close)］をクリッ
クします。

10 HA 設定を完了するため、関連付けられているプライマリサーバーでホスト名マッピ
ングを承認する必要があります。

■ 関連付けられているプライマリサーバーで、NetBackup 管理コンソールにログイ
ンします。

■ 左ペインで［セキュリティ管理 (Security Management)］をクリックしてプロパティ
を展開し、［ホスト管理 (Host Management)］をクリックします。

■ 右ペインの左下で、［承認のマッピング (Mappings for Approval)］をクリックしま
す。

■ 右ペインの上部で、承認が保留状態となっている任意のホストマッピングをクリッ

クします。承認を求める［マッピングの承認 (Approve Mappings)］ダイアログボッ
クスが表示されたら、［はい (Yes)］をクリックします。承認が保留状態となってい
る各ホストマッピングについて、このタスクを繰り返します。
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NetBackup Appliance シェルメニューを使用してパートナーノードを追加するには

1 HA 構成を設定するノードで、NetBackup Appliance シェルメニューに admin とし
てログオンします。

2 Main > Manage > HighAvailability に進みます。

3 パートナーノードを追加してから、次のコマンドを入力して HA 構成を完了します。

AddNode hostname

hostname は、パートナーノードの短いホスト名または完全修飾ドメイン名 (FQDN)
です。

4 次のメッセージが表示されたら、パートナーノードで直接 SSH ECDSA 指紋をチェッ
クしたことを確認します。

Do the fingerprint values match? [yes, no] (no)

ネットワークが安全であることを保証するには、パートナーノードの SSH ECDSA 指
紋が正しいことを確認する必要があります。アプライアンスの ID を確認する方法に
ついては、『NetBackup Appliance コマンドリファレンスガイド』を参照してください。

値が一致した場合、yes と入力します。

5 追加するパートナーノードに依然として admin、maintenance、sysadmin (IPMI)
ユーザーアカウントのデフォルトのパスワードが含まれている場合は、パスワードの

変更を求めるメッセージに従います。
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6 事前チェックが成功した後に、次のメッセージのいずれかが表示されたら、認証トー

クンまたは再発行トークンを入力して、ホスト ID ベースの証明書を信頼します。

Authorization token is mandatory. Enter an authorization token.

For more information about the authorization token, refer to the

NetBackup Security and Encryption Guide.

Enter token:

または

Reissue token is mandatory. Enter the reissue token for the

required host to obtain a host-ID based certificate. For more

information about the reissue token, refer to the NetBackup

Security and Encryption Guide.

Enter token:

セキュリティ証明書について詳しくは、『NetBackup セキュリティおよび暗号化ガイ
ド』の「NetBackup のセキュリティ証明書」の章を参照してください。

7 次のメッセージが表示されたら、yes と入力して続行します。

>> Do you want to continue? [yes, no] (no)

アプライアンスは、認証局 (CA) ステータスのプライマリに ping を実行し、結果を表
示します。次の箇条書き項目はそれぞれ、表示される可能性のあるステータス結果

を示しています。該当するステータス結果の下に表示される指示に従って、証明書

の構成を完了します。

■ The primary server <primary_server_name> currently uses an

External CA-signed certificate. You are required to configure

this appliance with a certificate issued by the same external

CA. Do you want to import the External CA-signed certificate

for this Media server now [yes,no](yes):

Enter を押して続行します。次のメッセージが表示されます。
To configure the HA partner node, the External CA-signed

certificate must include the vip hostname and FQDN DNS

information in the Subject Alternative Name.

The following shares have been opened on the appliance for you

to upload certificate files:

NFS 共有 <media_server_name>:/inst/share

CIFS 共有 ¥¥<media_server_name>¥general_share

外部証明書の構成については、次の詳細を入力します。

Enter the certificate file path:

Enter the trust store file path:

Enter the private key path:
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Enter the password for the passphrase file path or skip

security configuration (default: NONE):

CRL の使用については、次の詳細を入力します。
Should a CRL be honored for the external certificate?

1) Use the CRL defined in the certificate.

2) Use the specific CRL directory.

3) Do not use a CRL.

q) Skip security configuration.

CRL option: 1、2、3、または q と入力します。
Verify the External CA details that you entered:

Certificate file name:

Trust store file name:

Private key file name:

CRL check level: (選択した CRL オプションを表示します)
Do you want to use the above certificate files? [yes, no](yes):

入力した情報が正しいことを確認したら、Enter を押して続行し、次のプロンプト
に答えます。

Is this correct? [yes, no](yes):

すべての情報が正しい場合は、Enter キーを押して続行します。
アプライアンスは ECA ヘルスチェックを実行し、各検証チェックの結果を表示し
ます。ヘルスチェックが正常に完了すると、次のメッセージが表示されます。

ECA health check was successful.

The external certificate has been registered successfully.

■ The primary server <primary_server_name> currently uses an

external CA issued certificate and its own internal

certificate. Would you like to proceed with the external CA

issued certificate? [yes,no](yes):

［いいえ (no)］を選択すると、次のメッセージが表示されます。
This appliance will use a NetBackup issued certificate for

secure communication.

［はい (yes)］を選択すると、次のメッセージが表示されます。
To configure the HA partner node, the External CA-signed

certificate must include the vip hostname and FQDN DNS

information in the Subject Alternative Name.

The following shares have been opened on the appliance for you

to upload certificate files:

NFS 共有 <media_server_name>:/inst/share

CIFS 共有 ¥¥<media_server_name>¥general_share

外部証明書の構成については、次の詳細を入力します。
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Enter the certificate file path:

Enter the trust store file path:

Enter the private key path:

Enter the password for the passphrase file path or skip

security configuration (default: NONE):

CRL の使用については、次の詳細を入力します。
Should a CRL be honored for the external certificate?

1) Use the CRL defined in the certificate.

2) Use the specific CRL directory.

3) Do not use a CRL.

q) Skip security configuration.

CRL option: 1、2、3、または q と入力します。
入力した外部 CA の詳細を確認します。
Certificate file name:

Trust store file name:

Private key file name:

CRL check level: (選択した CRL オプションを表示します)
Do you want to use the above certificate files? [yes, no](yes):

入力した情報が正しいことを確認したら、Enter を押して続行し、次のプロンプト
に答えます。

Is this correct? [yes, no](yes):

すべての情報が正しい場合は、Enter キーを押して続行します。
アプライアンスは ECA ヘルスチェックを実行し、各検証チェックの結果を表示し
ます。ヘルスチェックが正常に完了すると、次のメッセージが表示されます。

ECA health check was successful.

The external certificate has been registered successfully.

■ This appliance will use a NetBackup issued certificate for

secure communication.

これ以上の証明書の構成は必要ありません。［次へ (Next)］をクリックして続行し
ます。

プロセスが成功したことを示すメッセージが表示されます。

8 次のようにホスト名マッピングを承認します。

■ 関連付けられているプライマリサーバーで、NetBackup 管理コンソールにログイ
ンします。

■ 左ペインで［セキュリティ管理 (Security Management)］をクリックしてプロパティ
を展開し、［ホスト管理 (Host Management)］をクリックします。
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■ 右ペインの左下で、［承認のマッピング (Mappings for Approval)］をクリックしま
す。

■ 右ペインの上部で、承認が保留状態となっている任意のホストマッピングをクリッ

クします。承認を求める［マッピングの承認 (Approve Mappings)］ダイアログボッ
クスが表示されたら、［はい (Yes)］をクリックします。承認が保留状態となってい
る各ホストマッピングについて、このタスクを繰り返します。
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構成後の手順

この章では以下の項目について説明しています。

■ NetBackup アプライアンスでの NIC1 (eth0) ポートの使用について

■ アプライアンスのカタログバックアップポリシーの構成

■ NetBackup appliance からクライアントへの NetBackup クライアントパッケージのダ
ウンロード

■ NFS 共有を介した NetBackup クライアントソフトウェアのインストール

NetBackup アプライアンスでの NIC1 (eth0) ポートの
使用について

デフォルトでは、NIC1 (eth0) は出荷時に IP アドレス 192.168.229.233 に設定されま
す。このプライベートネットワークアドレスは、ノートパソコンと直接接続して初期構成を実

行するために予約されています。NIC1 (eth0) は、通常、ネットワーク環境に接続されま
せん。

初期構成を完了すると、バックアップデータ転送を行わない管理ネットワークに NIC1
(eth0) を接続できます。ただし、プライマリネットワークが同じ IP アドレス範囲を使用する
場合は、デフォルト IP アドレスの変更が必要になることがあります。NetBackup Appliance
は、NIC1 (eth0) で管理者インターフェイスのデフォルト IP アドレスと同じ範囲において
ネットワーク構成を使用できません。

例えば、NIC2 (eth1) が 192.168.x.x IP アドレス範囲に設定されている場合、NIC1 (eth0)
のデフォルトの IP アドレスを別の IP アドレス範囲に変更する必要があります。

初期構成を完了した後に NIC1 (eth0) の IP アドレスを変更するには、次のいずれかを
実行します。

■ NetBackup Appliance Web コンソールで次の操作を実行します。

3



アプライアンスにログインしたら、［設定 (Settings)］>［ネットワーク (Network)］>［ネッ
トワーク設定 (Network Settings)］の順にクリックします。［ネットワーク構成 (Network
Configuration)］セクションで、NIC1 (eth0) の IPv4 アドレス設定を編集します。
詳しくは、『NetBackup Appliance 管理者ガイド』を参照してください。

■ NetBackup Appliance シェルメニューで次の操作を実行します。
アプライアンスにログインしたら、Network > IPv4コマンドを使用して NIC1 (eth0)
の IP アドレスを変更します。
詳しくは、『NetBackup Appliance コマンドリファレンスガイド』を参照してください。

メモ: アプライアンスで eth0 が構成されていない場合は、NetBackup Appliance
Web コンソールからのチェックポイント操作が機能しません。この問題は、ポートの IP
アドレスの構成を削除した場合にのみ発生します。この問題が発生した場合は、ポー

トを構成するか、NetBackup Appliance シェルメニューを使ってチェックポイントを作
成するか、またはチェックポイントにロールバックします。ベストプラクティスとして、NIC1
(eth0) を使わない場合にも、IP アドレスを使って構成しておいてください。

アプライアンスのカタログバックアップポリシーの構成
バックアップ環境で新しい NetBackup Appliance の使用を開始する前に、最初の構成
が完了した直後にカタログバックアップポリシーを構成することをお勧めします。次に、ア

プライアンスのカタログバックアップポリシーを構成する方法について説明します。

アプライアンスのカタログバックアップポリシーを構成するには

1 NetBackup 管理コンソールを起動してアプライアンスのカタログバックアップポリシー
を構成する前に、次のように、最初にターゲット NFS ストレージデバイスをアプライ
アンスにマウントする必要があります。

■ NetBackup Appliance シェルメニューにログインして、Manage > MountPoints

ビューに移動します。

■ 次のコマンドを実行して、NFS ストレージデバイスをアプライアンスにマウントし
ます。

Mount RemotePathMountPointNFS/NFSv4

■ List コマンドを実行して、NFS ストレージデバイスが正しくマウントされているこ
とを確認します。

2 NetBackup 管理コンソールを起動し、次を実行します。

■ 左ペインで［セキュリティ管理 (Security Management)］を展開し、［セキュリティ
設定 (Security Settings)］を選択します。
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■ ［詳細 (Details)］ペインで、［ディザスタリカバリ (Disaster Recovery)］タブをク
リックします。

■ ［パスフレーズ (Passphrase)］データ入力フィールドにパスフレーズを入力し、
［パスフレーズの確認 (Confirm Passphrase)］データ入力フィールドに同じパス
フレーズを入力します。

3 カタログバックアップポリシーを次のように構成します。

■ 左ペインで［NetBackup の管理 (NetBackup Management)］を展開して［カタ
ログバックアップの構成 (Configure the Catalog Backup)］をクリックし、
NetBackup カタログバックアップウィザードを起動します。

■ ［ポリシー名 (Policy name)］を入力し、［新しいカタログバックアップポリシーの
作成 (Create a new catalog backup policy)］を選択して［次へ (Next)］をクリッ
クします。

■ 目的のバックアップタイプを指定して、［次へ (Next)］をクリックします。

■ バックアップの間隔とスケジュールを選択して、［次へ (Next)］をクリックします。

■ ［ログオン (Logon)］データ入力フィールドに、アプライアンス管理者のユーザー
名を入力します。［パスワード (Password)］データ入力フィールドに、アプライア
ンス管理者のパスワードを入力します。

4 カタログディザスタリカバリファイルを次のように作成します。

■ ［カタログディザスタリカバリファイル (Catalog Disaster Recovery File)］ページ
で、作成した新しいマウントポイントを参照して選択します。ここに、各ディザスタ

リカバリイメージファイルが保存されます。イメージファイルには、ディザスタリカバ

リ情報が格納されます。

イメージファイルは通常、パスフィールドに NFS 共有を指定することで、ネット
ワーク共有またはリムーバブルデバイスに保存されます。たとえ

ば、/mnt/remote/example は、アプライアンスにマウントされた NFS 共有ポイ
ントです。このパスが書き込み可能であることを確認するには、NFS サーバー上
の次の項目が次のように設定されていることを確認してください。

■ NFS サーバーで、chmod コマンドを使用して、共有フォルダのアクセス権の値を
777 に設定します。

■ NFS サービス設定ファイル (/etc/exports) の共有フォルダに、読み取り/書き
込み (rw) フラグを適用します。例: /local/nfs/example
10.200.0.0/16(rw,sync,no_subtree_check)

メモ: カタログをリカバリできるようにするため、必要に応じて、イメージファイルの
場所を記録してください。
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■ ディザスタリカバリ情報を受信する電子メールアドレスを 1 つ以上入力し、バック
アップポリシーの構成を終了します。

5 NetBackup 管理コンソールでカタログバックアップポリシーを手動で実行します。
ディザスタリカバリ (DR) ファイルと .drpkg パッケージは /admin で生成され、受信
者に電子メールで送信されます (電子メールが設定されている場合)。

NetBackup appliance からクライアントへの
NetBackup クライアントパッケージのダウンロード

NetBackup クライアントソフトウェアは、NetBackup appliance からバックアップを作成す
る任意のクライアントにダウンロードできます。NetBackup Appliance Web コンソールの
ログオンページには、クライアントパッケージをダウンロードするための［パッケージのダウ

ンロード (Download Packages)］セクションがあります。ログオンページにパッケージが
ない場合は、ベリタスダウンロードセンターからクライアントパッケージとアドオンパッケー

ジをダウンロードできます。

メモ: 3.1.2 リリース以降、Windows クライアントアドオンは、NetBackup Appliance クラ
イアントアドオンパッケージに含まれなくなりました。Windows クライアントアドオンをイン
ストールまたはアップグレードする必要がある場合は、VEMS (Veritas Entitlement
Management System) アカウントにログインしてダウンロードします。

パッケージは、ドロップダウンボックス内でオペレーティングシステムの種類ごとに次のよ

うに表示されます。

■ すべて

■ Linux

■ Solaris

■ AIX

■ HP

■ BSD

■ VMware vCenter プラグイン

この手順には、ダウンロード方法以外にも、クライアント上のダウンロード済みファイルを

抽出およびインストールする手順が含まれています。

NetBackup appliance からクライアントに NetBackup クライアントパッケージをダウ
ンロードする方法

1 バックアップするクライアントにログインします。

2 ブラウザウィンドウを開き、Appliance URL を入力します。
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3 ランディングページの中央の［パッケージのダウンロード (Download Packages)］セ
クションで、ドロップダウンボックスをクリックしてパッケージのリストを表示します。

4 選択したパッケージを右クリックして、クライアント上のダウンロード場所を指定しま

す。

たとえば、Linux または UNIX プラットフォームでは、/tmp にパッケージをダウンロー
ドします。

メモ: 選択後に「パッケージがありません (No packages found)」というメッセージが
表示された場合、現在 Appliance にはクライアントパッケージがインストールされて
いません。この状況が起きる可能性が高いのは、Appliance を USB フラッシュドラ
イブから再イメージした場合です。Appliance にクライアントパッケージをダウンロー
ドしてインストールする場合は、『 NetBackup Appliance 管理者ガイド』を参照して
ください。「NetBackup Appliance Web コンソールで NetBackup Appliance を管
理する」の章で、「クライアント共有を使った NetBackup Appliance へのソフトウェア
更新のダウンロード」を参照してください。

5 パッケージを展開します。

6 クライアントソフトウェアを次のようにインストールします。

UNIX システムの場合、.install スクリプトを実行します。

7 正常にクライアントソフトウェアをインストールした後、次のように Appliance プライマ
リサーバーの名前をクライアントに追加する必要があります。
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UNIX システムWindows システム

■ クライアントで、次の場所にナビゲートしま

す。

cd /usr/openv/netbackup

■ ls と入力し、ディレクトリの内容を参照し
ます。

■ bp.conf ファイルをテキストエディタで開
きます。

■ アプライアンスプライマリサーバーの完全

修飾ホスト名を入力します。

■ 変更を保存してファイルを閉じます。

■ NetBackup をクライアントにインストール
した後、［バックアップ、アーカイブおよび

リストア (Backup, Archive, and Restore)］
インターフェースを開きます。

［スタート (Start)］>［すべてのプログラム
(All Programs)］>［Veritas NetBackup］
>［バックアップ、アーカイブおよびリストア
(Backup, Archive, and Restore)］

■ バックアップ、アーカイブおよびリストアイ

ンターフェースから、［ファイル (File)］>
［NetBackup マシンおよびポリシー形式
の指定 (Specify NetBackup Machines
and Policy Type)］の順に選択します。

■ ［NetBackup マシンおよびポリシー形式
の指定 (Specify NetBackup Machines
and Policy Type)］ダイアログで、［バック
アップおよびリストアに使用するサーバー

(Server to use for backups and
restores)］フィールドにサーバーの名前
を入力します。次に、［サーバーリストの編

集 (Edit Server List)］、［OK］ の順にク
リックします。

■ 表示されるダイアログボックスで、アプライ

アンスプライマリサーバーの完全修飾ホス

ト名を入力し、［OK］をクリックします。
■ バックアップ、アーカイブおよびリストアイ

ンターフェースを閉じます。

■ Windows コマンドプロンプトを開いて、
NetBackup クライアントサービスを再起動
します。次に、services.msc を押し、
Enter キーを押します。

p.101 の 「NFS 共有を介した NetBackup クライアントソフトウェアのインストール 」 を参照
してください。

NFS 共有を介した NetBackup クライアントソフトウェア
のインストール

すべてのアプライアンスの構成が完了したら、NFS 共有を開いて、構成済みのアプライ
アンスで使用する予定がある UNIX クライアントに NetBackup クライアントソフトウェアを
インストールできます。
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インストールの前に、アプライアンスに NetBackup クライアントソフトウェアパッケージを
ダウンロードして、NFS 共有 <appliance-name>:/inst/client に保存していることを
確認します。

NFS 共有を介した NetBackup の UNIX クライアントソフトウェア
のインストール

NFS 共有を使用して NetBackup クライアントソフトウェアを UNIX クライアントにインス
トールするには

1 NetBackup Appliance シェルメニューで、管理者のクレデンシャルを使用してプラ
イマリアプライアンスにログオンします。

2 次のコマンドを使用して、プライマリサーバーアプライアンスの追加サーバーリストに

クライアントのホスト名を追加します。

Main > Settings > NetBackup AdditionalServers Add

3 次のコマンドを使い、NFS 共有を開きます。

Main > Settings > Share ClientInstall Open

4 NetBackup クライアントソフトウェアをインストールする UNIX クライアントホストで、
ルートとしてログオンします。

5 次の NFS 共有をマウントします。

<appliance_name>:/inst/client

6 クライアントで、NFS 共有ディレクトリ内のファイルを参照します。次のファイルまたは
ディレクトリが表示されます。

■ NetBackup_8.x_CLIENTS2 および/または NetBackup_8.x_CLIENTS1

■ .packages

■ clientconfig

■ quickinstall.exe

■ PC_Clnt

■ docs

■ unix-client-install

7 クライアントで、テキストエディタを使用して次のファイルを開きます。

/inst/client/clientconfig/defaults.txt
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8 ADDITIONALSERVERS エントリに、この NetBackup ドメインの 1 つ以上のメディア
サーバーを追加します。ホスト名のみを使用して、メディアサーバーを指定します。

複数のメディアサーバーを追加する場合は、カンマ区切りで列記します。

例:

PRIMARIESERVER=primary123.test.com

ADDITIONALSERVERS=media1.test.com,media2.test.come,media3.test.com

メモ: クライアントホストのバックアップの作成に使用されているメディアサーバーを優
先します。この NetBackup ドメイン内のメディアサーバーが不明な場合は、プライマ
リアプライアンスで Main > Settings > NetBackup AdditionalServers

Show|ShowAll コマンドを実行します。NetBackup 管理コンソールで、メディアサー
バーを調べることもできます。

ファイルを保存して、エディタを終了します。

9 クライアントの /tmp ディレクトリに NetBackup 応答ファイル
(NBInstallAnswer.conf) を作成します。

例:

CA_CERTIFICATE_FINGERPRINT=<fingureprint_value>

AUTHORIZATION_TOKEN=<token>

応答ファイルとその内容について詳しくは、『NetBackup インストールガイド』を参照
してください。

10 次の情報を使って NBInstallAnswer.conf に値を指定します。

CA_CERTIFICATE_FINGERPRINT=<fingureprint_value>

例 (指紋の値は読みやすくするため折り返されています):

CA_CERTIFICATE_FINGERPRINT=30:A5:9A:D1:18:F0:01:E4:21:E8:0D:A0:

26:95:14:52:7C:7A:58:B1

お使いの NetBackup 環境のセキュリティ構成に応じて、応答ファイルに
AUTHORIZATION_TOKEN オプションを追加する必要があります。

NetBackup の応答ファイルに関する追加情報を参照できます。

『NetBackup インストールガイド』を参照してください。

CA 証明書の指紋と認証トークンに関する追加情報を参照できます。

『NetBackup セキュリティおよび暗号化ガイド』を参照してください。
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11 unix-client-install スクリプトを実行します。

この処理で NetBackup クライアントソフトウェアがインストールされます。

12 クライアントで次のファイルを確認します。手順 8 で defaults.txt ファイルに追加
したメディアサーバー名が bp.conf ファイルに含まれていることを確認します。

/usr/openv/netbackup/bp.conf

13 アプライアンスで、次のコマンドを使い、共有ディレクトリを閉じます。

Main > Settings > Share ClientInstall Close

p.99 の 「NetBackup appliance からクライアントへの NetBackup クライアントパッケー
ジのダウンロード」 を参照してください。
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